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(57)【要約】
　本発明は、約０．１％～約１５％の非乳化性架橋シロキサンエラストマー、約０．１％
～約１５％の乳化性架橋シロキサンエラストマー、約１％～約４０％の前記非乳化および
乳化性架橋シロキサンエラストマーの溶媒、任意選択的に０％～約５％の追加の乳化剤、
および約５０％～約９９％の水相を含む油中水型エマルション組成物に関し、前記組成物
は皮膚に広げる際に剪断応力が加わるとエマルションから水相が放出される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　油中水型エマルション組成物であって、
　ａ）０．１％～１５％の非乳化性架橋シロキサンエラストマー、
　ｂ）０．１％～１５％の乳化性架橋シロキサンエラストマー、
　ｃ）１％～４０％の前記非乳化性および乳化性架橋シロキサンエラストマーの溶媒、
　ｄ）任意選択的に、０％～５％の追加の乳化剤、
　ｅ）５０％～９９％の水相を含み、
　皮膚に広げる際に前記組成物に剪断応力が加わると、前記エマルションから水相が放出
される組成物。
【請求項２】
　ナイアシンアミド、ヘキサミジン化合物、美白剤、ペプチド、糖アミン、およびこれら
の混合物から成る群から選択されるスキンケア活性物質をさらに含む請求項１に記載の組
成物。
【請求項３】
　スキンコンディショニング剤をさらに含む請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記スキンコンディショニング剤が、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール
、ポリプロピレングリコール、ポリエチレングリコール、ソルビトール、ヒドロキシプロ
ピルソルビトール、トレハロース、ヘキシレングリコール、１，３－ブチレングリコール
、１，２，６－ヘキサントリオール、グリセリン、１，２－ヘキサンジオール、ペンチレ
ングリコール、エトキシ化グリセリン、プロポキシル化グリセリン、およびこれらの混合
物から成る群から選択される請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　粒子状物質をさらに含む請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記乳化性架橋シロキサンエラストマーがジメチコンコポリオールクロスポリマーおよ
びジメチコンである請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記非乳化性架橋シロキサンエラストマーが、ジメチコン／ビニルジメチコンクロスポ
リマー、およびこれらの混合物から成る群から選択される請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　前記エラストマーの溶媒が、揮発性で非極性の油類、不揮発性で極性の油類、不揮発性
で非極性の油類、不揮発性のパラフィン系炭化水素油類、およびこれらの混合物から成る
群から選択される請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　０．１％～５０％の追加のスキンケア活性物質をさらに含み、前記追加のスキンケア活
性物質が、日焼け止め活性物質、油溶性テルペンアルコール、フィトステロール、油溶性
ビタミン化合物、皮膚軟化剤および閉塞剤、デヒドロ酢酸、ヘキサンジオール、抗ニキビ
活性物質、βヒドロキシ酸、キレート化剤、フラボノイド、抗炎症剤、抗セルライト剤、
局所麻酔剤、落屑活性物質、酸化防止剤／フリーラジカルスカベンジャー、日焼け剤、皮
膚鎮静および回復剤、抗菌活性物質、抗カビ活性物質、およびこれらの混合物から成る群
から選択される請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　皮膚の状態を調節する方法であって、処置の必要なヒトの皮膚に請求項１に係る組成物
の安全且つ有効な量を適用することを含む方法。
【請求項１１】
　油中水型エマルション組成物であって、
　ａ）０．１％～１５％の非乳化性架橋シロキサンエラストマー、
　ｂ）０．１％～１５％の乳化性架橋シロキサンエラストマー、
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　ｃ）１％～４０％の前記非乳化性および乳化性架橋シロキサンエラストマーの溶媒、
　ｄ）任意選択的に、０％～５％の追加の乳化剤、
　ｅ）５０％～９９％の水相を含み、
　前記組成物が、本明細書に記載の顕微鏡法により剪断の１分以内に少なくとも１０μｍ
の最大直線寸法を有する水相の非晶質部分を放出する組成物。
【請求項１２】
　油中水型エマルション組成物であって、
　ａ）０．１％～１５％の非乳化性架橋シロキサンエラストマー、
　ｂ）０．１％～１５％の乳化性架橋シロキサンエラストマー、
　ｃ）１％～４０％の前記非乳化性および乳化性架橋シロキサンエラストマーの溶媒、
　ｄ）任意選択的に、０％～５％の追加の乳化剤、
　ｅ）５０％～９９％の水相を含み、
　前記組成物が、本明細書に記載の撹拌法により１３５００ｒｐｍの速度でミリングした
１分後に少なくとも０．２５ｇの重量の水相の部分を放出する組成物。
【請求項１３】
　油中水型エマルション組成物であって、
　ａ）０．１％～１５％の非乳化性架橋シロキサンエラストマー、
　ｂ）０．１％～１５％の乳化性架橋シロキサンエラストマー、
　ｃ）１％～４０％の前記非乳化性および乳化性架橋シロキサンエラストマーの溶媒、
　ｄ）所望により０％～５％の追加の乳化剤、
　ｅ）５０％～９９％の水相を含み、
　前記組成物が、本明細書に記載のレオロジー法により測定した場合、－５未満の傾きを
有するｌｏｇ剪断応力対ｌｏｇ粘度のプロットを生じる組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、乳化および非乳化シロキサンエラストマーの組み合わせを含む油中水型エマ
ルションタイプのスキンケア組成物に関する。このような組成物は、使用者の許容可能な
審美性を備えた製品においてスキンケア活性物質の放出に有用である。とりわけ、皮膚に
塗り広げる際に組成物から放出される水相の量および速度により、使用者に許容可能な審
美性およびべたつかない肌触りを提供することができる。
【背景技術】
【０００２】
　消費者にとって現在利用可能な多くのパーソナルケア製品は主として、皮膚および／ま
たは毛髪の健康および／または物理的外観を改善することに向けられている。スキンケア
製品の中で、その多くが、水分補給、美白、油分調節、あるいは一般に皮膚の老化やヒト
の皮膚に対する環境的ダメージに関連した皮膚のしわやその他の組織構造の変化を遅らせ
たり、最小限に抑えたり、さらには無くすことを目的としている。数多くの化合物が、当
該技術分野において上記のような皮膚状態の調節に有用であると述べられている。
【０００３】
　皮膚は、多数の外因性因子および内因性因子による損傷を受けやすい。外部要因として
は、紫外線放射（例えば、日光暴露による）、環境汚染、風、熱、低湿度、強い界面活性
剤、研磨剤等が挙げられる。内因性因子としては、経年的老化、および他の皮膚内部から
の生化学的変化が挙げられる。皮膚の調節に役立ったり、上記のような損傷により引き起
こされるダメージを軽減したり、あるいはその両方が可能な、特定のスキンケア活性物質
または化合物を放出することは当然重要であるが、使用者が感覚的且つ審美的観点から特
定のスキンケア組成物を受入れることも重要である。例えば、一般的に含有されるグリセ
リンなどの保湿剤の濃度が増すと、肌のべたつき感も増大する。使用者の多くは、べたつ
き、脂っぽさ、または粘着感のある組成物を好まず、滑らかに広がり、水のような爽やか
な肌触りで、後からすべすべした感触を提供できる組成物を好む。
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【０００４】
　先行のシリコーンエラストマーを含有するスキンケアおよび化粧品組成物は、例えば、
ＷＯ０２／０３９３０号、ＷＯ０２／０３９５０号、ＷＯ０２／０３９５１号、ＷＯ０２
／０３９５２号、欧州特許第１，１６６，７４６Ａ１号、欧州特許第１，０６８，８５１
Ａ１号、日本公開第２００３－０８１７５７号、および日本公開第２００３－５５１４１
号に記載されている。これらの開示の中で、塗布時に水性成分の爽やかさと「液はね」の
印象を与えるとされる組成物が記載されている。しかしながら、このような先行の開示は
、シリコーン乳化剤のみを含有する組成物、または異なるシリコーンエラストマー系を使
用した組成物を提示している。同様に、以前に開示された組成物は、本発明の組成物が提
供するエマルションの水性成分の含有量およびその放出量を提供していないと考えられる
。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　以上のことから、特にべたつかない爽やかな感触や水相の放出に関して、スキンケア活
性物質の放出が向上し、さらに感覚的且つ審美的効果も提供可能なスキンケア組成物を処
方する必要性が依然として存在する。既存の技術分野には、本発明の利点および効果の全
てを提供するものはない。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、約０．１％～約１５％の非乳化性架橋シロキサンエラストマー、約０．１％
～約１５％の乳化性架橋シロキサンエラストマー、約１％～約４０％の非乳化および乳化
性架橋シロキサンエラストマーの溶媒、任意選択的に０％～約５％の追加の乳化剤、約５
０％～約９９％の水相を含む油中水型エマルション組成物に関し、この組成物は皮膚に広
げる際に剪断応力が加わると前記エマルションから水相が放出される。
【０００７】
　本発明はまた、かかる組成物を哺乳類の皮膚の状態を調整するために使用する方法に関
する。該方法は、一般に、こうした処置を必要とする哺乳類の皮膚に組成物の安全且つ有
効な量を局所適用する工程を含む。
【０００８】
　本開示を読むことで、本発明のこれらおよび他の特徴、態様、および利点が、当業者に
は明らかになるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本明細書は、本発明を具体的に示し且つ明確に主張する特許請求の範囲をもって結論と
するが、本発明は以下の説明によってより深く理解されると考えられる。
　別段の指定がない限り、本明細書において使用するすべての百分率および比率は、組成
物全体の重量によるものであり、また、すべての測定は２５℃でなされたものである。
【００１０】
　本明細書で使用するとき、「スキンケア製品」は、皮膚を処置若しくは手入れするため
、または何らかの形で保湿、改善、若しくは清浄するために使用されるものである。「ス
キンケア製品」という句によって意図される製品には、保湿剤、パーソナルクレンジング
製品、閉塞性薬剤送達貼付剤、マニキュア液、粉末類、拭き取り用品、ヘアコンディショ
ナー、皮膚トリートメントエマルション、シェービングクリーム等が挙げられるが、これ
らに限定されない。
【００１１】
　本明細書で使用される用語「周囲条件」とは、特に指示がない限り、約０．１ＭＰａ（
１気圧）、約５０％の相対湿度および約２５℃のもとでの周囲の条件をいう。
【００１２】
　本発明の組成物は、本発明の成分並びに本明細書で記載されるその他の成分を包含する
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ことができ、それらから本質的に成ることができ、またはそれらから成ることができる。
本明細書で使用するとき、「から本質的に成る」とは、組成物または成分が追加成分を包
含してよいが、それら追加成分が特許請求される組成物または方法の基本的および新規な
特徴を大きく変化させない場合に限ることを意味する。
【００１３】
　すべての百分率、割合および比率は、特に指定のない限り、本発明のスキンケア組成物
の全体の重量に基づく。列挙する成分に関連するこのようなすべての重量は、活性レベル
に基づくので、特に指定しない限り、市販の物質に包含される場合があるキャリアや副生
成物を包含しない。
【００１４】
　本明細書で引用するすべての刊行物は、その全体を参考として本明細書に組み込む。
【００１５】
　本明細書で使用するとき、用語「ケラチン組織」とは、哺乳類（例えば、ヒト、イヌ、
ネコなど）の最外保護外皮として配置されるケラチン含有層を指し、皮膚、唇、毛髪、足
の爪、指の爪、角皮、ひづめなどが挙げられるが、これに限定されるものではない。
【００１６】
　本明細書で使用するとき、用語「皮膚科学的に許容可能な」とは、このように記載され
ている組成物またはその構成成分が、過度の毒性、不適合性、不安定性、アレルギー反応
などを伴うことなく、哺乳類のケラチン組織と接触させて使用するのに適していることを
意味する。
【００１７】
　本明細書で使用するとき、用語「安全且つ有効な量」とは、本明細書で開示する個々の
利益またはその利益の組み合わせを含む、肯定的利益、好ましくはケラチン組織の外観ま
たは感触の肯定的利益、または毛髪の外観または感触の肯定的利益を顕著に生じさせるの
に十分であるが、重篤な副作用を十分避けるだけの少ない化合物または組成物の量、即ち
、当業者の健全な判断の範囲内での妥当な利益対危険比を提供する量を意味する。
【００１８】
　本明細書で使用する時、用語「滑らかにする」および「軟らかくする」とは、触知性の
感覚の改善のような、ケラチン組織表面の改変を意味する。
【００１９】
　皮膚の状態を調節するなどのスキンケア効果では、１以上のスキンケア活性物質を高濃
度で含有することが望ましい。しかしながら、従来のスキンケア製品で高濃度のスキンケ
ア活性物質を使用した場合、欠点がある。例えば、ナイアシンアミドの「塩析」により生
じる残留物は、皮膚に望ましくない白化作用を与える。同様に、高濃度のグリセリンなど
のスキンコンディショニング剤は、皮膚に脂っぽくべたついた感じを与える。
【００２０】
　シリコーンエラストマーは、スキンケア組成物における有用な構成成分として当該技術
分野において公知である。このようなシリコーンエラストマーは、グリセリンを含有する
スキンコンディショニング剤に付随する粘着性やべたつき感を軽減するために使用されて
いる。例えば、欧州特許第１，０６８，８５１Ａ１号に記載されているようなシリコーン
乳化剤を使用すると、９１％もの水相を含む組成物を提供するとされている。しかしなが
ら、乳化および非乳化シロキサンエラストマーの組み合わせを含む本発明の油中水型エマ
ルション組成物は、皮膚に広げて塗布する際にエマルションから放出される過程で、これ
まで可能と考えられていたよりも良好な感覚的効果さえ与える水相を含むスキンケア組成
物を提供し得ることが分かっている。さらに、本発明のエマルションから水相が放出され
る速度は、使用者に望ましい審美的且つ感覚的効果を与えるように制御可能である。また
、組成物を皮膚に広げる際に脂っぽさやべたつき感を感じさせることなく、本発明の組成
物にグリセリンなどのスキンコンディショニング剤の濃度を上げて組み込むことができる
。
【００２１】
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　本発明の組成物は、皮膚の状態を調節し、およびとりわけケラチン組織の状態を調節す
るために有用である。皮膚状態、即ち哺乳類、特にヒトの皮膚状態の調節は、体に対する
内因性および／または外因性因子によって誘発または引き起こされ得る状態のために必要
とされることが多い。例として、環境的損傷、放射線への暴露（紫外線放射を含めて）、
経年的老化、更年期（例えば、閉経後の皮膚の変化）、ストレス、病気などが挙げられる
。例えば、「皮膚状態の調整」には、皮膚状態の予防的調整および／または治療的調整が
挙げられ、皮膚の萎縮を軽減させるための皮膚の肥厚化（即ち、表皮および／または真皮
の構築、および／または皮膚の皮下（例えば、皮下脂肪または筋肉）層、ならびに適用可
能であれば爪および毛幹の角質層）、真皮－表皮境界（乳頭間隆起としても知られる）の
回旋の増加、弾性線維症やたるみや皮膚の変形からの回復の喪失などの皮膚の弾力性の喪
失（皮膚エラスチン機能の喪失、損傷、および／または不活性化）の予防、目の下のくま
などの非メラニン性の皮膚の変色、しみ（例えば、酒さによる不均一な赤味）（以後、「
赤斑」と呼ぶ）、血色の悪さ（青白い色）、毛細血管拡張症またはクモ状脈管によって引
き起こされる変色の予防、などの１つ以上の利益を包含してもよい。
【００２２】
　本発明の組成物は、安定性、重大な（使用者の許容不可能な）皮膚の炎症がないことお
よび良好な審美性を含む、追加の利益を提供する。
【００２３】
　本発明の組成物は、非乳化性架橋シロキサンエラストマー、乳化性架橋シロキサンエラ
ストマー、非乳化および乳化性架橋シロキサンエラストマーの溶媒、任意選択的に追加の
乳化剤、および水相を含む。また、組成物は好ましくは１以上のスキンケア活性物質も含
有する。
【００２４】
　本明細書の組成物はまた、多種多様なその他の成分を含んでもよい。本発明の組成物は
以下に詳細に記載される。
【００２５】
　架橋シロキサンエラストマー
　本発明の必須成分は、架橋オルガノポリシロキサンエラストマーである。架橋オルガノ
ポリシロキサンエラストマーの出発材料として作用し得る硬化性オルガノポリシロキサン
組成物の種類に関しては、特に制限はない。これに関連する例は、ＳｉＨ含有ジオルガノ
ポリシロキサンとケイ素結合ビニル基を有するオルガノポリシロキサンとの付加反応によ
り白金金属触媒下で硬化する付加反応硬化オルガノポリシロキサン組成物；ヒドロキシル
末端ジオルガノポリシロキサンとＳｉＨ含有ジオルガノポリシロキサンとの脱水素反応に
より有機スズ化合物の存在下で硬化する縮合硬化オルガノポリシロキサン組成物；ヒドロ
キシル末端ジオルガノポリシロキサンと加水分解性オルガノシラン類の縮合反応（この縮
合反応は、脱水、アルコール－遊離、オキシム－遊離、アミン－遊離、アミド－遊離、カ
ルボキシル－遊離、およびケトン－遊離反応によって示される）により有機スズ化合物ま
たはチタン酸エステルの存在下で硬化する縮合硬化オルガノポリシロキサン組成物；オル
ガノペルオキシド触媒の存在下で熱硬化するペルオキシド硬化オルガノポリシロキサン組
成物；およびガンマ線、紫外線、または電子ビームのような高エネルギー放射線により硬
化されるオルガノポリシロキサン組成物である。
【００２６】
　迅速な硬化速度および優れた硬化均一性から、付加反応硬化型オルガノポリシロキサン
組成物が好ましい。特に好ましい付加反応硬化型オルガノポリシロキサン組成物は、
　（Ａ）各分子中に少なくとも２つの低級アルケニル基を有するオルガノポリシロキサン
、
　（Ｂ）各分子中に少なくとも２つのケイ素結合した水素原子を有するオルガノポリシロ
キサン、および
　（Ｃ）白金型の触媒から調製される。
【００２７】
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　以上に関して、構成成分（Ａ）は、シロキサンエラストマーを生じるオルガノポリシロ
キサンの基本構成成分であり、構成成分（Ｃ）による触媒下でのこの構成成分と構成成分
（Ｂ）との付加反応によって硬化が進む。この構成成分（Ａ）は、各分子中に少なくとも
２つのケイ素結合低級アルケニル基を含まなければならず、低級アルケニル基が２つ未満
ではネットワーク構造が形成されないので、十分に硬化した生成物が得られない。前記低
級アルケニル基は、ビニル、アリル、およびプロペニルによって例示される。低級アルケ
ニル基は、分子中のどの位置にも存在することができるが、分子末端に存在することが好
ましい。この構成成分の分子構造は、直鎖、分岐状直鎖、環状、または網状であってもよ
いが、直鎖であって、可能性としてやや分岐状のものが好ましい。構成成分の分子量の制
限は特にないので、粘度は低い粘度の液体から極めて高い粘度のゴムであってもよい。硬
化した生成物をゴム状のエラストマーの形態で得るには、２５℃における粘度が少なくと
も０．０００１ｍ2／ｓ（１００センチストークス）であることが好ましい。これらのオ
ルガノポリシロキサンは、メチルビニルシロキサン、メチルビニルシロキサン－ジメチル
シロキサンコポリマー、ジメチルビニルシロキシ終端ジメチルポリシロキサン、ジメチル
ビニルシロキシ終端ジメチルシロキサン－メチルフェニルシロキサンコポリマー、ジメチ
ルビニルシロキシ終端ジメチルシロキサン－ジフェニルシロキサン－メチルビニルシロキ
サンコポリマー、トリメチルシロキシ終端ジメチルシロキサン－メチルビニルシロキサン
コポリマー、トリメチルシロキシ終端ジメチルシロキサン－メチルフェニルシロキサン－
メチルビニルシロキサンコポリマー、ジメチルビニルシロキシ終端メチル（３，３，３－
トリフルオロプロピル）ポリシロキサン、およびジメチルビニルシロキシ終端ジメチルシ
ロキサン－メチル（３，３，－トリフルオロプロピル）シロキサンコポリマーによって例
示される。
【００２８】
　構成成分（Ｂ）は、各分子中に少なくとも２つのケイ素結合した水素原子を有するオル
ガノポリシロキサンであり、構成成分（Ａ）の架橋剤である。構成成分（Ｃ）による触媒
下での、この構成成分中のケイ素結合した水素原子と構成成分（Ａ）中の低級アルケニル
基との付加反応によって、硬化が進む。この構成成分（Ｂ）は、架橋剤として機能するた
めには、各分子中に少なくとも２つのケイ素結合した水素原子を含有しなければならない
。さらに、構成成分（Ａ）の各分子中のアルケニル基の数と構成成分（Ｂ）の各分子中の
ケイ素結合した水素原子の数との合計が、少なくとも５になるべきである。ネットワーク
構造が本質的に形成されないので、５未満にならないようにしなければならない。
【００２９】
　この構成成分の分子構造については特に制限がなく、直鎖、分岐含有直鎖、環状などの
いずれかであってよい。この構成成分の分子量は特に制限がないが、構成成分（Ａ）との
良好な混和性を得るには、２５℃における粘度が１Ｅ－６ｍ2／ｓ（１ｃｓｔ）～０．０
５ｍ2／ｓ（５０，０００センチストークス）であることが好ましい。この構成成分は、
この構成成分中のケイ素結合した水素原子の総量と構成成分（Ａ）中のすべての低級アル
ケニル基の総量とのモル比が（１．５：１）～（２０：１）の範囲に入るような量で添加
されることが好ましい。このモル比が０．５：１より低くなると、良好な硬化特性を得る
のが困難になる。（２０：１）を超えると、硬化生成物が加熱されたときに、硬度が高い
レベルに上昇する傾向にある。さらに、多量のアルケニルを含有するオルガノシロキサン
が、例えば補強の目的で補助的に添加されるときには、ＳｉＨを含有するこの構成成分を
、これらのアルケニル基を相殺する量だけ補助的に添加することが好ましい。この構成成
分は、具体的には、トリメチルシロキシ終端メチル水素ポリシロキサン、トリメチルシロ
キシ終端ジメチルシロキサン－メチル水素シロキサンコポリマー、およびジメチルシロキ
サン－メチル水素－シロキサン環状コポリマーによって例示される。
【００３０】
　構成成分（Ｃ）は、ケイ素結合した水素原子とアルケニル基との付加反応の触媒であり
、具体的には、塩化白金酸、場合によってはアルコールまたはケトンに溶解させてその溶
液を任意で熟成させた塩化白金酸、塩化白金酸－オレフィン錯体、塩化白金酸－アルケニ
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ルシロキサン錯体、塩化白金酸－ジケトン錯体、白金黒、およびキャリア坦持の白金によ
って例示される。
【００３１】
　この構成成分は、構成成分（Ａ）と（Ｂ）の総量の厳密に１，０００，０００重量部当
たりの重量部が好ましくは０．１～１，０００、更に好ましくは１～１００である白金型
金属として添加する。上記の硬化オルガノポリシロキサン組成物の基礎を形成するオルガ
ノポリシロキサンにおいてケイ素と結合可能なその他の有機基は、例えば、メチル、エチ
ル、プロピル、ブチル、およびオクチルのようなアルキル基、２－フェニルエチル、２－
フェニルプロピル、および３，３，３－トリフルオロプロピルのような置換されたアルキ
ル基、フェニル、トリル、およびキシリルのようなアリール基、フェニルエチルのような
置換されたアリール基、および例えばエポキシ基、カルボキシレートエステル基、メルカ
プト基などで置換された一価の炭化水素基である。
【００３２】
　オルガノポリシロキサンエラストマー粉末の生成例は、次の通りである。界面活性剤（
非イオン性、アニオン性、カチオン性、若しくは両性）の存在下で、前述のオルガノポリ
シロキサン組成物（付加硬化型、縮合硬化型、若しくはペルオキシド硬化型）を水と混合
し、ホモミキサー、コロイドミル、ホモジナイザー、プロペラミキサーなどで均質になる
まで混合した後、これを温水（少なくとも温度５０℃）中に放出して硬化させ、次いで乾
燥させる、オルガノポリシロキサン組成物（付加硬化型、縮合硬化型、若しくはペルオキ
シド硬化型）を加熱流中に直接噴霧することによって硬化させる、放射線硬化型オルガノ
ポリシロキサン組成物を高エネルギー放射線下で噴霧して硬化させることによって、粉末
を得る、オルガノポリシロキサン組成物（付加硬化型、縮合硬化型、若しくはペルオキシ
ド硬化型）または高エネルギー硬化型オルガノポリシロキサン組成物を硬化させ（この高
エネルギー硬化型オルガノポリシロキサン組成物は高エネルギー放射線によって硬化させ
る）、次いでこの生成物を、例えばボールミル、アトマイザー、混練器、ロールミルなど
のような公知の粉砕機を使用して粉砕して、粉末を形成する。好適なオルガノポリシロキ
サンエラストマー粉末としては、信越化学工業のＫＳＰ－１００、ＫＳＰ－１０１、ＫＳ
Ｐ－１０２、ＫＳＰ－１０３、ＫＳＰ－１０４、ＫＳＰ－１０５などのビニルジメチコー
ン／メチコーンシレスキオキサンクロスポリマー、信越化学工業のＫＳＰ－２００などの
フルオロアルキル基を含有するハイブリッドシリコーン粉末、信越化学工業のＫＳＰ－３
００やＤｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇのＤＣ９５０６などのフェニル基含有ハイブリッドシリコ
ーン粉末が挙げられる。
【００３３】
　好ましいオルガノポリシロキサン組成物は、ジメチコン／ビニルジメチコンクロスポリ
マーである。そのようなジメチコン／ビニルジメチコンクロスポリマー類は、ダウ・コー
ニング（Dow Corning）（ＤＣ９０４０およびＤＣ９０４１）、ゼネラル・エレクトリッ
ク（General Electric）（ＳＦＥ８３９）、シンエツ（Shin Etsu）（ＫＳＧ－１５、１
６、１８［ジメチコン／フェニルビニルジメチコンクロスポリマー］）、およびグラント
・インダストリーズ（Grant Industries）（グランシル（Gransil）（商標）ライン材料
）を包含する種々の供給元によって供給され、またシンエツ（Shin Etsu）から供給され
ているラウリルジメチコン／ビニルジメチコンクロスポリマー類（例えば、ＫＳＧ－２１
、ＫＳＧ－２１０、ＫＳＧ－３１０、ＫＳＧ－３２０、ＫＳＧ－４１、ＫＳＧ－４２、Ｋ
ＳＧ－４３、ＫＳＧ－４４、ＫＳＧ－７１０、およびＫＳＧ－８１０）である。本発明に
有用な架橋オルガノポリシロキサンエラストマーおよびその製造方法は、米国特許第４，
９７０，２５２号（サクタ（Sakuta）ら）、米国特許第５，７６０，１１６号（キルガー
（Kilgour）ら）、米国特許第５，６５４，３６２号（シュルツ，Ｊｒ．（Schulz, Jr.）
ら）、および日本国特許出願第６１－１８７０８号（ポーラ化成工業株式会社（Pola Kas
ei Kogyo KK））にも記載されている。
【００３４】
　本発明の組成物は、乳化および非乳化性架橋オルガノポリシロキサンエラストマーの組
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み合わせを含む。本明細書で使用するとき、用語「非乳化」は、ポリオキシアルキレン単
位またはポリグリセリン単位が存在しない架橋オルガノポリシロキサンエラストマーを定
義する。本明細書で使用するとき、「乳化型」という用語は、少なくとも１つのポリオキ
シアルキレン（例えば、ポリオキシエチレンまたはポリオキシプロピレン）単位またはポ
リグリセリン単位を有する架橋オルガノポリシロキサンエラストマーを意味する。
【００３５】
　特に有用な乳化エラストマー類は、ジビニル化合物から、特に少なくとも２個の遊離ビ
ニル基を持つシロキサンポリマー類から、ポリシロキサン骨格上でＳｉ－Ｈ結合と反応さ
せて形成された、ポリオキシアルキレン変性エラストマー類である。好ましくは、エラス
トマーは、分子が球形のＭＱ樹脂上でＳｉ－Ｈ部位によって架橋されるジメチルポリシロ
キサンである。
【００３６】
　本発明の非乳化性架橋オルガノポリシロキサンエラストマーは、１０～６０回通過させ
て再利用をしてもしなくても、Ｓｏｎｏｌａｔｏｒを使用して、シロキサンエラストマー
用溶媒の存在下で高剪断処理（約３４．５ＭＰａ（５，０００ｐｓｉ））を行うことで、
更に処理するのが好ましい。
【００３７】
　乳化性架橋オルガノポリシロキサンエラストマーは、本発明の組成物中に約０．１重量
％～約１５重量％、好ましくは約０．２重量％～約５重量％、最も好ましくは約０．２重
量％～約２重量％の濃度で存在する。
【００３８】
　非乳化性架橋オルガノポリシロキサンエラストマーは、本発明の組成物中に約０．１重
量％～約１５重量％、好ましくは約０．１重量％～約５重量％、最も好ましくは約０．１
重量％～約２重量％の濃度で存在する。
【００３９】
　非乳化および乳化性架橋シロキサンエラストマーの溶媒
　本発明の組成物には、上記の架橋オルガノポリシロキサンエラストマーの溶媒が含まれ
ている。この溶媒は、本発明の架橋オルガノポリシロキサンエラストマー粒子と組み合わ
せると、エラストマー粒子を懸濁し、膨潤して、弾性のゲル様網状構造またはマトリック
スを提供する働きをする。架橋シロキサンエラストマーの溶媒は周囲条件下では液体であ
り、好ましくは低い粘度を有して、皮膚に対する拡散力を向上させる。
【００４０】
　本発明の化粧品組成物の溶媒の濃度は、主に用いられる溶媒および架橋シロキサンエラ
ストマーの種類および量によって変化する。溶媒の好ましい濃度は、組成物の約１重量％
～約５０重量％、好ましくは約４重量％～約５０重量％、より好ましくは約５重量％～約
４０重量％である。
【００４１】
　架橋シロキサンエラストマーの溶媒には、ヒトの皮膚に局所適用するのに好適な１つ以
上の液状キャリアが含まれている。液状キャリアが、約２８～約２５０℃、好ましくは約
２８～約１００℃、好ましくは約２８～約７８℃の温度における、選択されたシロキサン
エラストマーの濃度にて、選択された架橋シロキサンエラストマーとの間で溶液またはそ
の他の均質な液体または液体分散液を形成する場合、液状キャリアは、有機、シリコーン
含有またはフッ素含有、揮発性または非揮発性、極性または非極性であってもよい。架橋
シロキサンエラストマーの溶媒は、好ましくは約３～約１３（ｃａｌ／ｃｍ3）0.5、更に
好ましくは約５～約１１（ｃａｌ／ｃｍ3）0.5、最も好ましくは約５～約９（ｃａｌ／ｃ
ｍ3）0.5の溶解度パラメータを有する。液体キャリアまたはその他の物質の溶解度パラメ
ータ、およびその溶解度パラメータの決定方法は、化学技術分野で周知である。溶解度パ
ラメータおよびそれらを決定するための手段の説明は、Ｃ．Ｄ．ボーン（C. D. Vaughan
）の「製品、包装、浸透、および保存における溶解度の影響（Solubility Effects in Pr
oduct, Package, Penetration and Preservation）」１０３、化粧品およびトイレタリー
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（Cosmetics and Toiletries）４７～６９頁（１９８８年１０月）、およびＣ．Ｄ．ボー
ン（C. D. Vaughan）の「化粧品処方における溶解度パラメータの使用（Using Solubilit
y Parameters in Cosmetics Formulation）」３６、日本化粧品技術者会誌（J. Soc. Cos
metic Chemists）３１９～３３３頁（１９８８年９／１０月）に記載されており、これら
の論文は参考として本明細書に組み込まれている。
【００４２】
　溶媒には好ましくは揮発性、非極性の油；不揮発性、比較的極性の高い油；不揮発性、
非極性の油；および不揮発性のパラフィン系炭化水素の油が挙げられ；それぞれ以下で更
に完全に説明する。本明細書で使用するとき、用語「不揮発性」は、０．１ＭＰａ（１気
圧）、２５℃において約２６．７Ｐａ（０．２ｍｍＨｇ）以下の蒸気圧を示す物質、およ
び／または０．１ＭＰａ（１気圧）での沸点が少なくとも約３００℃の物質を指す。本明
細書で使用する場合、「揮発性」という用語は、本明細書において先に定義した「不揮発
性」に当てはまらない全ての物質をいう。本明細書で使用する場合、「比較的極性の高い
」という用語は、溶解度パラメータの点で極性が別の物質よりも高いことを意味し、つま
り、溶解度パラメータが高いほど、液体の極性は高くなる。「非極性」という用語は、通
常は、物質の溶解度パラメータが約６．５（ｃａｌ／ｃｍ3）0.5未満であることを意味す
る。
【００４３】
　１．非極性で揮発性の油類
　非極性で揮発性の油は、本発明の組成物に極めて望ましい審美的特性を付与する傾向に
ある。したがって、非極性で揮発性の油は、好ましくはかなり高いレベルで利用される。
本発明で特に有用な非極性で揮発性の油は、シリコーン油、炭化水素、およびこれらの混
合物から成る群より選択される。このような非極性で揮発性の油は、例えば、バルサム（
Balsam）およびサガリン（Sagarin）編「化粧品、科学、および技術（Cosmetics,Science
,and Technology）」、第１巻、２７～１０４頁（１９７２年）に開示されている。本発
明に有用な非極性で揮発性の油類は、飽和若しくは不飽和のいずれであってよく、脂肪族
の特徴を有していてよく、直鎖若しくは分枝鎖であってよく、または脂環式若しくは芳香
族の環を含有してもよい。好ましい非極性で揮発性の炭化水素類の例としては、イソドデ
カンおよびイソデカン（例えば、プレスパース社（Presperse Inc.）から入手可能なペル
メチル（Permethyl）－９９Ａ）などのポリデカン類、およびＣ７～Ｃ８からＣ１２～Ｃ
１５までのイソパラフィン類（例えば、エクソン・ケミカルズ社（Exxon Chemicals）か
ら入手可能なアイソパー（Isopar）シリーズ）が挙げられる。非極性で揮発性の液体シリ
コーン油は、米国特許第４，７８１，９１７号（１９８８年１１月１日にＬｕｅｂｂｅら
に発行）に開示されている。更に、種々の揮発性シリコーン物質の説明は、トッド（Todd
）らの「化粧用揮発性シリコーン流体（Volatile Silicone Fluids for Cosmetics）」、
化粧品およびトイレタリー（Cosmetics and Toiletries）、９１：２７～３２（１９７６
年）にも記載されている。特に好ましい揮発性シリコーン油は、次式に相当する環式揮発
性シリコーンから成る群より選択される。
【００４４】
【化１】

　式中、ｎは約３～約７である。直鎖状揮発性シリコーンは次式に相当する：
　（ＣＨ3）3Ｓｉ－Ｏ－［Ｓｉ（ＣＨ3）2－Ｏ］m－Ｓｉ（ＣＨ3）3

　式中、ｍは約１～約７である。線状揮発性シリコーン類は、一般に、２５℃で約５Ｅ－
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６ｍ2／ｓ（５センチストークス）未満の粘度を有するが、環状シリコーン類は２５℃で
約１Ｅ－５ｍ2／ｓ（１０センチストークス）未満の粘度を有する。揮発性シリコーン油
の非常に好ましい例としては、様々な粘度のシクロメチコン類、例えば、ダウ・コーニン
グ（Dow Corning）２００、ダウ・コーニング２４４、ダウ・コーニング（Dow Corning）
２４５、ダウ・コーニング（Dow Corning）３４４、およびダウ・コーニング（Dow Corni
ng）３４５（ダウ・コーニング社（Dow Corning Corp.）から市販）；ＳＦ－１２０４お
よびＳＦ－１２０２シリコーン流体（Ｇ．Ｅ．シリコーンズ社（G．E．Silicones）から
市販）、ＧＥ７２０７および７１５８（ゼネラル・エレクトリック社（General Electric
 Co.）から市販）；ならびにＳＷＳ－０３３１４（ＳＷＳシリコーンズ社（SWS Silicone
s Corp.）から市販）が挙げられる。
【００４５】
　２．比較的極性の高い不揮発性の油類
　不揮発性の油は、上述した非極性で揮発性の油に比べて「比較的極性が高い」。従って
、不揮発性共溶媒は、非極性で揮発性の油の少なくとも１つよりも極性が高い（すなわち
、より高い溶解度パラメータを有する）。本発明で潜在的に有用性のある比較的極性の高
い不揮発性油は、例えば、バルサム（Balsam）およびサガリン（Sagarin）編「コスメテ
ィック・サイエンス・アンド・テクノロジー（Cosmetics,Science,and Technology）」（
１９７２年）第１巻、２７～１０４頁；米国特許第４，２０２，８７９号（シェルトン（
Shelton）、１９８０年５月１３日）；米国特許第４，８１６，２６１号（ルビー（Luebb
e）ら、１９８９年３月２８日）に開示されている。本発明で有用な比較的極性の高い不
揮発性の油類は好ましくは、シリコーン油類；炭化水素油類；脂肪族アルコール；脂肪酸
類；一および二塩基カルボン酸とモノおよび多価アルコールとのエステル類；ポリオキシ
エチレン類、ポリオキシプロピレン類、脂肪族アルコール類のポリオキシエチレンエーテ
ルとポリオキシプロピレンエーテルとの混合物；ならびにこれらの混合物から成る群より
選択される。本発明で有用な比較的極性の高い不揮発性共溶媒は、飽和または不飽和のい
ずれでもよく、脂肪族の特徴を有してもよく、直鎖または分枝鎖でもよく、あるいは脂環
式の環または芳香環を含有してもよい。更に好ましくは、比較的極性の高い不揮発性の液
状共溶媒は、約１２～２６個の炭素原子を有する脂肪族アルコール；約１２～２６個の炭
素原子を有する脂肪酸；一塩基カルボン酸と約１４～３０個の炭素原子を有するアルコー
ルとのエステル；二塩基カルボン酸と約１０～３０個の炭素原子を有するアルコールとの
エステル；多価アルコールと約５～２６個の炭素原子を有するカルボン酸とのエステル；
約１２～２６個の炭素原子を有し、約５０を下回るエトキシル化およびプロポキシル化の
程度をもつ脂肪族アルコールのエトキシル化、プロポキシル化、エトキシル化とプロポキ
シル化の混合のエーテル；並びにこれらの混合物から成る群から選択される。より好まし
いのは、プロポキシル化度が約５０未満のＣ１４～Ｃ１８の脂肪族アルコールのプロポキ
シル化エーテル類、Ｃ２～Ｃ８のアルコールとＣ１２～Ｃ２６のカルボン酸とのエステル
類（例えば、ミリスチン酸エチル、パルミチン酸イソプロピル）、Ｃ１２～Ｃ２６のアル
コールと安息香酸とのエステル類（例えば、ファインテックス社（Finetex）から供給さ
れるファインソルブ（Finsolv）ＴＮ））、Ｃ２～Ｃ８のアルコールとアジピン酸、セバ
シン酸、およびフタル酸とのジエステル類（例えば、セバシン酸ジイソプロピル、アジピ
ン酸ジイソプロピル、フタル酸ジ－ｎ－ブチル）、Ｃ６～Ｃ２６のカルボン酸の多価アル
コールエステル類（例えば、ジカプリン酸／ジカプリル酸プロピレングリコール、イソス
テアリン酸プロピレングリコール）；ならびにこれらの混合物である。さらに好ましいの
は、約１２～２６個の炭素原子を有する分岐鎖脂肪族系の脂肪族（aliphatic fatty）ア
ルコール類である。
【００４６】
　３．非極性で不揮発性の油類
　架橋シロキサンエラストマーの溶媒には、上記の液体に加え、任意選択的に非揮発性で
非極性の油が含まれてもよい。典型的な不揮発性で非極性の皮膚軟化剤は、例えば、バル
サム（Balsam）およびサガリン（Sagarin）編「化粧品、科学と技術（Cosmetics, Scienc
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e, and Technology）」（１９７２年）第１巻、２７～１０４頁、米国特許第４，２０２
，８７９号（シェルトン（Shelton）、１９８０年５月１３日発行）、米国特許第４，８
１６，２６１号（ルーベ（Luebbe）ら、１９８９年３月２８日発行）に開示されている。
本発明で有用な不揮発性の油類は、本質的に不揮発性のポリシロキサン類、パラフィン系
炭化水素油類、およびこれらの混合物である。本発明で有用なポリシロキサン類は、ポリ
アルキルシロキサン類、ポリアリールシロキサン類、ポリアルキルアリールシロキサン類
、ポリエーテルシロキサンコポリマー類、およびこれらの混合物から成る群より選択され
る（selected）。これらの例としては、２５℃で約１Ｅ－６ｍ2／ｓ（１ｃｓｔ）～約０
．１ｍ2／ｓ（１００，０００センチストーク）の粘度を有するポリジメチルシロキサン
類が挙げられる。好ましい不揮発性シリコーン皮膚軟化剤のうち、本組成物に有用なのは
、２５℃で約２Ｅ－６ｍ2／ｓ（２ｃｓｔ）～約０．０００４ｍ2／ｓ（４００センチスト
ーク）の粘度を有するポリジメチルシロキサン類である。このようなポリアルキルシロキ
サン類としては、ビスカシル（Viscasil）シリーズ（ゼネラル・エレクトリック社（Gene
ral Electric Company）より販売）およびダウ・コーニング（Dow Corning）２００シリ
ーズ（ダウ・コーニング社（Dow Corning Corp.）より販売）が挙げられる。ポリアルキ
ルアリールシロキサンは、２５℃での粘度が約１．５Ｅ－５ｍ2／ｓ（１５ｃｓｔ）～約
６．５Ｅ－５ｍ2／ｓ（６５センチストークス）であるポリメチルフェニルシロキサンを
含む。これらは、例えば、ＳＦ１０７５メチルフェニル流体（ゼネラル・エレクトリック
社（General Electric Company）より販売）および５５６化粧品級の流体（ダウ・コーニ
ング社（Dow Corning Corp.）より販売）として市販されている。
【００４７】
　本発明で有用な不揮発性のパラフィン系炭化水素油類には、鉱油類および特定の分岐鎖
炭化水素類が包含される。これらの流体の例は、米国特許第５，０１９，３７５号（１９
９１年３月２８日タナー（Tanner）らに発行）に開示されている。好ましい鉱油類は、次
の特性を有する：
　（１）４０℃における粘度が約５Ｅ－６ｍ2／ｓ（５センチストークス）～約７Ｅ－５
ｍ2／ｓ（７０センチストークス）、
　（２）２５℃における密度が約０．８２～０．８９ｇ／ｃｍ3、
　（３）引火点が約１３８～約２１６℃、および
　（４）炭素鎖長が炭素原子約１４～約４０個。
【００４８】
　好ましい分岐鎖炭化水素油類は、次の特性を有する：
　（１）２０℃における密度が約０．７９～約０．８９ｇ／ｃｍ3、
　（２）沸点が約２５０℃超、および
　（３）引火点が約１１０～約２００℃という特性を有している。
【００４９】
　好適な分岐鎖炭化水素類としては、平均約２４個の炭素原子を含有するパーメチル（Pe
rmethyl）１０３Ａ；平均約６８個の炭素原子を含有するパーメチル（Permethyl）１０４
Ａ；平均約２０個の炭素原子を含有するパーメチル（Permethyl）１０２Ａ；これらはす
べてパーメチル社（Permethyl Corporation）から購入されてよい；ならびに３０個の炭
素原子と４０個の炭素原子の混合物を含有するエチルフロー（Ethylflo）３６４（エチル
社（Ethyl Corp.）から購入されてよい）が挙げられる。
【００５０】
　本発明で有用な追加の溶媒は、米国特許第５，７５０，０９６号（１９９８年５月１２
日Ｇｅｒａｌｄ　Ｊ．Ｇｕｓｋｅｙらに発行）に記載されている。
【００５１】
　水相
　本発明の化粧品組成物は、組成物の約５０重量％～約９９重量％、好ましくは約５０重
量％～約９５重量％、より好ましくは約６５重量％～約９０重量％の水相を含む。
【００５２】
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　本発明の組成物は油中水型エマルションである。このような組成物では、一般に油相に
対する水相の弱い結合が存在する。これにより、例えば皮膚に塗り広げる際に水滴が飛び
散る感覚を与えるなどの、適用時に組成物の変化が可能になる。例えば、皮膚に塗り広げ
る前の皮膚に最初に適用する時点では、組成物はゲルまたはクリームの形態である。塗り
広げる際に指の剪断応力によってエマルションが破断され、それによってエマルションか
ら水相が放出されると考えられる。これにより、上記のように放出された水相は触覚に加
えて視覚的にも認識可能であるため、使用者に良好な感覚的効果を提供する。
【００５３】
　ある実施形態では、視覚的に認識可能な水相の放出は、試験方法に記載する顕微鏡法に
よって特徴付けられる。顕微鏡法は、油相中に乳化された水性領域の存在およびサイズを
顕微鏡を使用して視覚的に分析する方法である。エマルションに剪断力を一定時間単位で
増加させて与えた後、エマルションの顕微鏡写真を撮影する。剪断の約１分以内に５００
倍の倍率で少なくとも約１０μｍの最大直線寸法を有する非晶質の水性領域が見えるよう
になった場合、水相の放出を視覚的に認識できる。別の実施形態では、剪断の約１分以内
に５００倍の倍率で少なくとも約２５、５０、または７５μｍの寸法を有する非晶質の水
性領域が見えるようになった場合、水相の放出を視覚的に認識できる。別の好適な実施形
態では、剪断の約４５秒、３０秒、または１５秒以内に５００倍の倍率で少なくとも約１
０μｍの寸法を有する非晶質の水性領域が見えるようになった場合、水相の放出を視覚的
に認識できる。
【００５４】
　ある実施形態では、視覚的に認識可能な水相の放出は、試験方法に記載するミリング法
に従ってミリングした後の相分離によって特徴付けられる。ミリング法は、エマルション
のサンプル３０ｇをバルクミリングする。ある実施形態では、２４０００ｒｐｍの速度で
ミリングした１分後に少なくとも約０．５ｇの水相が分離した場合、水相の部分の放出を
視覚的に認識できる。別の実施形態では、２４０００ｒｐｍの速度でミリングした１分後
に少なくとも約１．０ｇ、２．５ｇ、または５．０ｇの水相が分離する。さらに別の実施
形態では、１３５００ｒｐｍの速度でミリングした１分後に少なくとも０．２５ｇの水相
が分離した場合、水相の部分の放出を視覚的に認識できる。また別の実施形態では、組成
物は２４０００ｒｐｍの速度でミリングした１分後に少なくとも約０．５ｇの水相を分離
し得るが、８０００ｒｐｍの速度でミリングした１分後には視覚的に認識可能な水相の放
出を生じない（すなわち水相は０．１ｇ未満）。このような実施形態は、皮膚に局所適用
されると依然として水相の放出を認識でき、同時に好適な保存および加工安定性も有する
と考えられる。
【００５５】
　ある実施形態では、触覚的に認識可能な水相の放出は、試験方法に記載するレオロジー
法で測定した場合の粘度の低下によって特徴付けられる。レオロジー法は、エマルション
のサンプルに制御した応力を加えて、剪断応力の対数（×軸）対粘度の対数（ｙ軸）によ
るレオロジー特性を示す。剪断力を加えると水相を放出するエマルションの場合、剪断力
対粘度のプロットは、限界の剪断応力で粘度が低下する形状を示す。プロットの急激な低
下を示す部分の傾きは約－５より小さい。別の実施形態では、プロットの急激な低下を示
す部分の傾きは約－１０、－２５、－５０、－７５、または－１００より小さい。
【００５６】
　理論に束縛されるものではないが、エマルションから放出される水相の量およびその速
度は、エマルション内で油相が水相と結合している方法に応じて制御可能である。さらに
、エマルションから放出される水相の量およびその速度は、例えば、以下に記載するよう
に水相を分散させるために追加の乳化剤を加えたり、乳化性架橋シロキサンエラストマー
の濃度を請求項の範囲内で変更したり、水相／油相の比率を変えたりすることによっても
制御可能であると考えられる。
【００５７】
　水相を分散させるための追加の乳化剤
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　本発明の油中水型エマルションは、任意選択的に乳化エラストマーに加えて乳化剤を含
むことができる。ある実施形態では、組成物は追加の乳化剤を組成物の約０重量％～約５
重量％、好ましくは約０．０１重量％～約５重量％、より好ましくは約０．１重量％～約
３重量％、さらに好ましくは約０．１重量％～約２重量％含んでいてもよい。追加の乳化
剤が存在する場合、乳化剤は連続するシリコーン相内で水相の分散および懸濁を補助する
。
【００５８】
　本明細書では、好ましいシリコーン中水型エマルションを形成するために、多種多様な
乳化剤を使用することができる。選択された乳化剤が、本発明の組成物の構成成分と化学
的且つ物理的に適合性があり、所望の分散特性を提供することを条件に、既知のまたは従
来の乳化剤を組成物で使用することができる。好適な乳化剤としては、局所適用パーソナ
ルケア製品で使用されることで当業者に既知の、シリコーン乳化剤、非シリコーン含有乳
化剤、およびそれらの混合物が挙げられる。好ましくはこれらの乳化剤は、ＨＬＢ値が約
１４以下、更に好ましくは約２～約１４、および更に一層好ましくは約４～約１０である
。これらの範囲外のＨＬＢ値を有する乳化剤は、これらの範囲内に収まる有効な重量平均
ＨＬＢが得られるように、他の乳化剤と組み合わせて使用することができる。
【００５９】
　シリコーン乳化剤が好ましい。多種多様なシリコーン乳化剤が本明細書で有用である。
これらのシリコーン乳化剤は典型的には、当業者にはシリコーン界面活性剤としても既知
の、有機的に修飾させたオルガノポリシロキサンである。有用なシリコーン乳化剤には、
ジメチコンコポリオール類が含まれる。これらの物質は、ポリエチレンオキシド鎖、ポリ
プロピレンオキシド鎖、これらの鎖の混合物などのポリエーテル側鎖、およびエチレンオ
キシドおよびプロピレンオキシドの両方に由来する部分を含有するポリエーテル鎖を包含
するように変性されたポリジメチルシロキサン類である。他の例には、アルキル変性ジメ
チコンコポリオール類、即ち、Ｃ２～Ｃ３０のペンダント側鎖を含有する化合物が挙げら
れる。更に他の有用なジメチコンコポリオール類としては、様々な陽イオン性、陰イオン
性、両性、および双性イオン性のペンダント部分を有する物質が挙げられる。
【００６０】
　本明細書で乳化剤として有用なジメチコンコポリオール類および他のシリコーン界面活
性剤類の非限定的な例には、ペンダントのポリエチレンオキシド側鎖を有するポリジメチ
ルシロキサンポリエーテルコポリマー、ペンダントのポリプロピレンオキシド側鎖を有す
るポリジメチルシロキサンポリエーテルコポリマー、ポリエチレンオキシド側鎖とポリプ
ロピレンオキシド側鎖の混合したペンダントを有するポリジメチルシロキサンポリエーテ
ルコポリマー、ペンダントの混合ポリ（エチレン）（プロピレン）オキシド側鎖を有する
ポリジメチルシロキサンポリエーテルコポリマー、ペンダントのオルガノベタイン側鎖を
有するポリジメチルシロキサンポリエーテルコポリマー、ペンダントのカルボキシレート
側鎖を有するポリジメチルシロキサンポリエーテルコポリマー、ペンダントの四級アンモ
ニウム側鎖を有するポリジメチルシロキサンポリエーテルコポリマー；およびペンダント
のＣ２～Ｃ３０の直鎖、分岐鎖、または環状のアルキル部分を含有する前記コポリマーの
更なる変性体がある。ダウ・コーニング社（Dow Corning Corporation）によって販売さ
れる本明細書において有用な市販のジメチコンコポリオール類の例は、ダウ・コーニング
（Dow Corning）（登録商標）１９０、１９３、Ｑ２－５２２０、２５０１ワックス、２
－５３２４流体、および３２２５Ｃ（この後者の物質はシクロメチコンとの混合物として
販売されている）である。セチルジメチコンコポリオールは、エイビル（ABIL）（登録商
標）ＥＭ－９０の商品名で市販されており、またポリグリセリル－４イソステアレート（
および）ヘキシルラウレートとの混合物としても入手可能で、エイビル（ABIL）（登録商
標）ＷＥ－０９の商品名で販売されている（ゴールドシュミット（Goldschmidt）から入
手可能）。セチルジメチコンコポリオールは、ヘキシルラウレート（および）ポリグリセ
リル－３オレエート（および）セチルジメチコンの混合物としても市販されており、商標
名ＡＢＩＬ（登録商標）ＷＳ－０８（同じくゴールドシュミット（Goldschmidt）から市
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販）で販売されている。ポリジメチルシロキシエチルジメチコンコポリオールは、ＫＦ－
６０２８、ＫＦ－６１０４、ＫＦ－６１０５、およびＫＦ－６１０６の商標名で（シンエ
ツ（Shin-Etsu）から）市販されている。また、ジメチコンコポリオール類の他の非限定
的な例としては、ラウリルジメチコンコポリオール、ラウリルポリジメチルシロキシエチ
ルジメチコンコポリオール、ジメチコンコポリオールアセテート、ジメチコンコポリオー
ルアジパート、ジメチコンコポリオールアミン、ジメチコンコポリオールベヘネート、ジ
メチコンコポリオールブチルエーテル、ジメチコンコポリオールヒドロキシステアレート
、ジメチコンコポリオールイソステアレート、ジメチコンコポリオールラウレート、ジメ
チコンコポリオールメチルエーテル、ジメチコンコポリオールホスフェート、およびジメ
チコンコポリオールステアレートも挙げられる。
【００６１】
　本明細書で有用なジメチコンコポリオール乳化剤は、例えば、米国特許第４，９６０，
７６４号（フィゲロア，Ｊｒ．（Figueroa, Jr.）ら）；欧州特許第３３０，３６９号（
サノゲイラ（SaNogueira））；Ｇ．Ｈ．ダームス（Dahms）らの「シリコーンコポリオー
ルにより提案される新処方の可能性（New Formulation Possibilities Offered by Silic
one Copolyols）」（化粧品およびトイレタリー（Cosmetics & Toiletries）、第１１０
巻、９１～１００頁、１９９５年３月）；Ｍ．Ｅ．カルロッティ（Carlotti）らの「Ｗ／
Ｏ－Ｓエマルションの最適化およびエステル構造とエマルション特性との定量的な関係の
研究（Optimization of W／O-S Emulsions And Study Of The Quantitative Relationshi
ps Between Ester Structure And Emulsion Properties）」（分散科学およびテクノロジ
ー誌（J. Dispersion Science And Technology）、１３（３）、３１５～３３６、１９９
２年）；Ｐ．ハーマイヤー（Hameyer）の「化粧品用油中水型エマルションの調製におけ
る有機およびオルガノシリコーン乳化剤の比較技術調査（Comparative Technological In
vestigations of Organic and Organosilicone Emulsifiers in Cosmetic Water-in-Oil 
Emulsion Preparations）」（ＨＡＰＰＩ２８（４）、８８～１２８頁、１９９１年）；
Ｊ．スミッド－コルバー（Smid-Korbar）らの「エマルションにおけるシリコーン界面活
性剤の有効性および有用性（Efficiency and usability of silicone surfactants in em
ulsions）」（臨時通達（Provisional Communication）、化粧品科学の国際誌（Internat
ional Journal of Cosmetic Science）、１２、１３５～１３９、１９９０年）；および
Ｄ．Ｇ．クルジシク（Krzysik）らの「油中水型システム用の新規シリコーン乳化剤（A N
ew Silicone Emulsifier For Water-in-Oil Systems）」（医薬品および化粧品産業（Dru
g and Cosmetic Industry）、第１４６（４）巻、２８～８１頁、１９９０年４月）に記
載されている。
【００６２】
　本明細書で有用な非シリコーン含有乳化剤には、糖エステル類およびポリエステル類、
アルコキシル化糖エステル類およびポリエステル類、Ｃ１～Ｃ３０脂肪族アルコール類の
Ｃ１～Ｃ３０脂肪酸エステル類、Ｃ１～Ｃ３０脂肪族アルコール類のＣ１～Ｃ３０脂肪酸
エステル類のアルコキシル化誘導体、Ｃ１～Ｃ３０脂肪族アルコール類のアルコキシル化
エーテル類、Ｃ１～Ｃ３０脂肪酸類のポリグリセリルエステル類、ポリオール類のＣ１～
Ｃ３０エステル類、ポリオール類のＣ１～Ｃ３０エーテル類、アルキルホスフェート類、
ポリオキシアルキレン脂肪族エーテルホスフェート類、脂肪酸アミド類、アシルラクチレ
ート類、石鹸類、およびそれらの混合物のような、様々な非イオン性並びにアニオン性乳
化剤がある。
【００６３】
　スキンケア活性物質
　本発明の局所適用組成物は、さらに少なくとも１つのスキンケア活性物質を含むことが
好ましい。本明細書の処方には、一般に「水溶性」として特徴付けられる活性物質に加え
て一般に「油溶性」として特徴付けられる活性物質が好適である。理論に束縛されるもの
ではないが、本発明の組成物は種々の活性物質を配合することで汎用性を与えると考えら
れる。
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【００６４】
　しかしながら、本発明のいかなる実施形態においても、本明細書で有用な活性物質類は
、それらが提供する効果または前提とされるそれらの作用機序によって分類することがで
きる。ただし、本明細書で有用な活性物質類は、場合によっては、２つ以上の効果をもた
らすことができるか、または２つ以上の作用機序を介して機能できると解されるべきであ
る。従って、本明細書の分類は便宜上実施されるものであって、活性物質を、列挙した特
定の用途または用途類に制限しようとするものではない。
【００６５】
　本明細書に好適なスキンケア活性物質の非限定的な例には、ナイアシンアミド、ヘキサ
ミジン化合物、美白活性物質、ペプチド、糖アミン、およびこれらの混合物が挙げられる
。
【００６６】
　ナイアシンアミド
　ナイアシンアミド（または溶媒に可溶性で室温で固体の別のビタミンＢ3化合物）は、
本明細書に用いるのに好ましいスキンケア活性物質である。本発明は、好ましくは約２％
～約３０％、より好ましくは約２％～約２０％、さらに好ましくは約２％～約１０％のビ
タミンＢ3化合物を含む。
【００６７】
　本明細書で使用するとき、「ナイアシンアミド」は次式を有する化合物を意味する。
【００６８】
【化２】

　式中、Ｒは－ＣＯＮＨ2である。
【００６９】
　ナイアシンアミドは、実質的に純粋な物質として、あるいは好適な物理的および／また
は化学的単離によって天然（例えば、植物）資源から得られた抽出物として包含されても
よい。ビタミンＢ3化合物は、好ましくは実質的に純粋であり、より好ましくは本質的に
純粋である。
【００７０】
　ヘキサミジン化合物
　本発明の局所的に適用する組成物はまた、安全且つ有効な量の１つ以上のヘキサミジン
およびその塩を含む。より好ましくは、ヘキサミジンはヘキサミジンジイセチオネートで
ある。
【００７１】
　本明細書で使用するとき、「ヘキサミジン」は、そのいかなる異性体および互変異性体
も含み、エレスタブ（Elestab）（登録商標）ＨＰ１００の商品名のヘキサミジンジイセ
チオネートとしてラボラトリーズ・セロバイオロジクス（Laboratoires Serobiologiques
）（フランス、プルノイ（Pulnoy））より市販されている。
【００７２】
　本発明の組成物において、ヘキサミジンは、好ましくは組成物の約０．０００１重量％
～２５重量％、より好ましくは約０．００１重量％～約１０重量％、より好ましくは約０
．０１重量％～約５重量％、最も好ましくは約０．０２重量％～約２．５重量％含まれる
。
【００７３】
　美白剤
　本組成物は美白剤を含有してもよい。本明細書において有用な美白剤とは、皮膚の外観
を改変するだけでなく、処置前と比較して、異常な色素沈着を更に改善する活性成分をい
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う。本明細書で有用な美白剤としては、アスコルビン酸化合物、ビタミンＢ3化合物、ア
ゼライン酸、ブチルヒドロキシアニソール、没食子酸とその誘導体、ヒドロキノイン（hy
droquinoine）、コウジ酸、アルブチン、クワ抽出物、ウンデシレノイルフェニルアラニ
ン、およびこれらの混合物が挙げられる。美白剤の組み合わせの使用は、それらが異なる
機構により美白の効果をもたらす可能性があるという点で、有利であるとも考えられてい
る。
【００７４】
　使用する場合、組成物は好ましくは、組成物の約０．１重量％～約１０重量％、より好
ましくは約０．２重量％～約５重量％の美白剤を含有する。
【００７５】
　アスコルビン酸化合物は美白剤に有用であり、次式（Ｉ）を有する。
【００７６】
【化３】

　式中、ＶおよびＷは独立して－ＯＨであり、Ｒ1は－ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2ＯＨおよびこ
れらの塩である。
【００７７】
　好ましくは、本明細書で有用なアスコルビン酸化合物は、アスコルビン酸塩またはこれ
らの誘導体であり、これには例えば、当該技術分野において周知の方法で調整したナトリ
ウム、カリウム、リチウム、カルシウム、マグネシウム、バリウム、アンモニウム、およ
びプロタミン塩などの、当業者に公知の無毒性アルカリ金属、アルカリ土類金属、および
アンモニウム塩が挙げられるが、これらに限定されない。
【００７８】
　より好ましくは、本明細書で有用なアスコルビン酸塩は、次式（ＩＩ）を有する金属ア
スコルビン酸である。
【００７９】

【化４】

　式中、Ｒ2およびＲ3は独立して水素および炭素数が１～約８個の直鎖または分枝鎖アル
キルから選択され、Ｍ1は金属であり、×は１～約３の整数である。より好ましくは、Ｒ2

およびＲ3は独立して水素および炭素数が１～約３個の直鎖または分枝鎖アルキルから選
択され、Ｍ1はナトリウム、カリウム、マグネシウム、またはカルシウムである。
【００８０】
　その他の式（ＩＩ）を有する好ましいアスコルビン酸塩の例には、アスコルビン酸の一
価の金属塩（例えば、アスコルビン酸ナトリウム、アスコルビン酸カリウム）、二価の金
属塩（例えば、アスコルビン酸マグネシウム、アスコルビン酸カルシウム）、および三価
の金属塩（例えば、アスコルビン酸アルミニウム）が挙げられる。
【００８１】
　好ましくは、本明細書で有用なアスコルビン酸塩は、次式（ＩＩＩ）を有する水溶性ア
スコルビルエステルである。
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【００８２】
【化５】

　式中、Ａは硫酸またはリン酸であり、Ｒ4およびＲ5は独立して水素および炭素数が１～
約８個の直鎖または分枝鎖アルキルから選択され、Ｍ2は金属であり、ｙは１～約３の整
数である。より好ましくは、Ｒ4およびＲ5は独立して水素および炭素数が１～約３個の直
鎖または分枝鎖アルキルから選択され、Ｍ2はナトリウム、カリウム、マグネシウム、ま
たはカルシウムである。
【００８３】
　別の特に好ましいアスコルビン酸化合物は、一般にＬ－アスコルビン酸２－グルコシド
またはアスコルビルグルコシドと呼ばれる２－ｏ－α－Ｄ－グルコピラノシル－Ｌ－アス
コルビン酸、並びにその金属塩である。このような化合物は林原（Hayashibara）から入
手可能である。
【００８４】
　アスコルビン酸リン酸マグネシウムはビタミンＣの安定形である。この化合物は生体内
でビタミンＣに変換される。また、水、プロピレングリコール、１，３－ブチレングリコ
ール、マルチトール、およびグリセリンなどの種々の溶媒に可溶性で、これらの溶媒中で
安定である。ビタミンＣとは異なり、アスコルビン酸リン酸マグネシウムは皮膚に経皮吸
収される。アスコルビン酸リン酸マグネシウムは、ニッコール（NIKKOL）ＶＣ－ＰＭＧと
してバーネット・プロダクツ社（Barnet Products Corp.）から市販されている。
【００８５】
　代表的な水溶性塩誘導体としては、Ｌ－アスコルビン酸２－グルコシドや、リン酸Ｌ－
アスコルビルナトリウム、リン酸Ｌ－アスコルビルカリウム、リン酸Ｌ－アスコルビルマ
グネシウム、リン酸Ｌ－アスコルビルカルシウム、リン酸Ｌ－アスコルビルアルミニウム
のようなリン酸Ｌ－アスコルビルエステル塩が挙げられるが、これらに限定されない。硫
酸Ｌ－アスコルビルエステル塩も用いることができる。例としては、硫酸Ｌ－アスコルビ
ルナトリウム、硫酸Ｌ－アスコルビルカリウム、硫酸Ｌ－アスコルビルマグネシウム、硫
酸Ｌ－アスコルビルカルシウム、および硫酸Ｌ－アスコルビルアルミニウムがある。
【００８６】
　また、ウンデシレノイルフェニルアラニンも美白剤として本明細書に用いるのに好適な
置換アミノ酸である。この化合物はセピホワイトＭｓｈ（Sepiwhite Msh）の商標名でセ
ピック（Seppic）から入手可能である。塩化セチルピリジニウムおよびテトラヒドロクル
クミンも美白剤として本明細書に用いるのに好適である。
【００８７】
　カンゾウ由来の天然物質であるグリシルリジン酸、およびその誘導体のグリチルレチン
酸なども、本明細書に用いるのに好適である。このような物質はモールゼン（Maurzen）
またはイチマル・ファーコス（Ichimaru Pharcos）から入手可能である。
【００８８】
　ペプチド
　ジ－、トリ－、テトラ－、ペンタペプチド、並びにそれらの誘導体を含むペプチドは、
これらに限定されるものではないが、安全且つ有効な量で本発明の組成物に含めることも
可能である。本明細書で使用するとき、「ペプチド」という用語は、天然由来のペプチド
および合成ペプチドの両方を意味する。また、本明細書で有用なのは、ペプチドが含まれ
ている天然由来の組成物および市販されている組成物である。
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【００８９】
　本明細書に用いるのに好適なジペプチドとしては、カルノシン（Carnosine）（β－Ａ
ｌａ－Ｈｉｓ）が挙げられる。本明細書に用いるのに好適なトリペプチドとしては、Ｇｌ
ｙ－Ｈｉｓ－Ｌｙｓ、Ａｒｇ－Ｌｙｓ－Ａｒｇ、Ｈｉｓ－Ｇｌｙ－Ｇｌｙが挙げられる。
好ましいトリペプチドおよびその誘導体としては、バイオペプチド（Biopeptide）ＣＬ（
登録商標）として購入可能なパルミトイル－Ｇｌｙ－Ｈｉｓ－Ｌｙｓ（フランス、セダー
マ（Sederma）から入手可能な１００ｐｐｍのパルミトイル－Ｇｌｙ－Ｈｉｓ－Ｌｙｓ）
；ペプチドＣＫ（Ａｒｇ－Ｌｙｓ－Ａｒｇ）；ペプチドＣＫ＋（Ａｃ－Ａｒｇ－Ｌｙｓ－
Ａｒｇ－ＮＨ2）；およびイアミン（Iamin）としてシグマ（ミズーリ州セントルイス）か
ら購入可能なＨｉｓ－Ｇｌｙ－Ｇｌｙの銅誘導体が挙げられる。テトラペプチドおよびペ
ンタペプチドも本明細書に用いるのに好適である。
【００９０】
　好ましい市販のペンタペプチド誘導体含有組成物は、マトリキシル（Matrixyl）（登録
商標）であり、これは、パルミトイル－ｌｙｓ－ｔｈｒ－ｔｈｒ－ｌｙｓ－ｓｅｒを１０
０ｐｐｍ含有する（ｐａｌ－ＫＴＴＫＳ、フランスのセダーマ（Sederma）から入手可能
）。別の好ましいペプチドには、パルミトイル－リジン－トレオニン（ｐａｌ－ＫＴ）お
よびパルミトイル－グリシン－グルタミン－プロリン－アルギニン（ｐａｌ－ＧＱＰＲ、
リジン（RIGIN）（登録商標）の名で知られる組成物として入手可能）が挙げられ、同様
にフランスのセダーマ（Sederma）から市販されている。
【００９１】
　ペプチドは、本組成物に含まれる場合、好ましくは組成物の約０．０００００１重量％
～約１０重量％、より好ましくは約０．０００００１重量％～約０．１重量％、更に好ま
しくは約０．００００１重量％～約０．０１重量％の濃度で含まれる。ペプチドとしてカ
ルノシン（Carnosine）（登録商標）が含まれているある組成物では、組成物には好まし
くは前記ペプチドが組成物の約０．１重量％～約５重量％の濃度で含まれている。ペプチ
ドまたはペプチド含有組成物としてパルミトイル－Ｌｙｓ－Ｔｈｒ－Ｔｈｒ－Ｌｙｓ－Ｓ
ｅｒおよび／またはバイオペプチドＣＬ（登録商標）が含まれている別の実施形態では、
組成物には好ましくは約０．０００１％～約１０％のパルミトイル－Ｌｙｓ－Ｔｈｒ－Ｔ
ｈｒ－Ｌｙｓ－Ｓｅｒおよび／またはバイオペプチドＣＬ（登録商標）ペプチド含有組成
物が含まれている。
【００９２】
　糖アミン
　本発明の組成物は、安全且つ有効な量の、アミノ糖としても知られる糖アミンを包含し
てもよい。本明細書で使用する時、「糖アミン」とは、６炭素の糖のアミン誘導体のこと
をいう。好ましくは、当該組成物は、組成物の約０．００１重量％～約２０重量％、より
好ましくは約１重量％～約１０重量％、更により好ましくは約２重量％～約５重量％の糖
アミンを含有する。
【００９３】
　本明細書において有用な糖アミン類の例としてはグルコサミン、Ｎ－アセチルグルコサ
ミン、マンノサミン、Ｎ－アセチルマンノサミン、ガラクトサミン、Ｎ－アセチルガラク
トサミンが挙げられる。本明細書の使用に好ましいのはグルコサミンである。加えて、２
つ以上の糖アミンの組み合わせを使用してもよい。
【００９４】
　スキンコンディショニング剤
　本発明の局所適用組成物は、組成物の約１重量％～約６０重量％のスキンコンディショ
ニング剤を含有する。好ましくは、組成物は、組成物の約２重量％～約５０重量％、より
好ましくは約５重量％～約４０重量％のスキンコンディショニング剤を含有する。一般に
、スキンコンディショニング剤を高い割合で含有する組成物は、ユーザーに脂っぽいまた
はべたつくと認識されることがある。本発明の組成物は、驚くべきことに、脂っぽいまた
はべたつくという認識をそれ程高めることなく、比較的高い割合（例えば、組成物の２５
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重量％を越す割合）でスキンコンディショニング剤を含有できることが分かっている。
【００９５】
　本明細書に用いるのに好適なスキンコンディショニング剤には、ポリアルキレングリコ
ールなどの多価アルコールが挙げられる。本明細書に用いるのに好ましいのは、アルキレ
ンポリオールおよびそれらの誘導体である。本明細書で有用な多価アルコールの例には、
プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ポリプロピレングリコール、ポリエチ
レングリコール、ソルビトール、トレハロース、ヒドロキシプロピルソルビトール、ヘキ
シレングリコール、１，３－ブチレングリコール、１，２，６－ヘキセントリオール、グ
リセリン、１，２－ヘキサンジオール、ペンチレングリコール、エトキシ化グリセリン、
プロポキシル化グリセリン、ブタントリオール、およびこれらの混合物が挙げられる。本
明細書に用いるのに好ましい多価アルコールはグリセリンである。
【００９６】
　本明細書に用いるスキンコンディショニング剤は、従来の製造手段および精製方法から
得ることができる。
【００９７】
　増粘剤
　本発明の組成物は、実施形態によっては更に１つ以上の増粘剤を含んでもよい。存在す
る場合、組成物は好ましくは、組成物の約０．１重量％～約５重量％、更に好ましくは約
０．１重量％～約４重量％、更により好ましくは約０．２５重量％～約３重量％の増粘剤
を含む。
【００９８】
　増粘剤の非限定的な部類としては、以下から選択されるものが挙げられる。
　ａ）カルボン酸ポリマー類
　これらのポリマー類は、アクリル酸、置換アクリル酸、並びにこれらのアクリル酸およ
び置換アクリル酸の塩およびエステルから誘導される１つ以上のモノマーを含有する架橋
した化合物であり、架橋剤は２つ以上の炭素－炭素二重結合を含有し、多価アルコールか
ら誘導される。
【００９９】
　本明細書で有用な市販のカルボン酸ポリマー類の例としてはカルボマー類が挙げられ、
これらは、スクロースまたはペンタエリスリトール（pentaerytritol）のアリルエーテル
類で架橋されたアクリル酸のホモポリマー類が挙げられる。カルボマーは、Ｂ．Ｆ．グッ
ドリッチ（B．F．Goodrich）からカーボポール（Carbopol）（登録商標）９００シリーズ
（例えば、カーボポール（Carbopol）（登録商標）９５４）として入手可能である。更に
、他の好適なカルボン酸ポリマー剤としては、Ｃ10～30アルキルアクリレートと、１つ以
上のアクリル酸モノマー、メタクリル酸モノマー、またはこれらの短鎖の１つ（即ち、Ｃ

1～4アルコール）のエステルとのコポリマーが挙げられ、ここでその架橋剤は、スクロー
スまたはペンタエリスリトールのアリルエーテルである。これらのコポリマーは、アクリ
レート／Ｃ10～30アルキルアクリレートクロスポリマーとして知られ、カーボポール（Ca
rbopol）（登録商標）１３４２、カーボポール（登録商標）１３８２、ペムレン（Pemule
n）ＴＲ－１、およびペムレンＴＲ－２としてＢ．Ｆ．グッドリッチ（B.F.Goodrich）よ
り市販されている。換言すれば、本明細書で有用なカルボン酸ポリマー増粘剤の例は、カ
ルボマー類、アクリレート類／Ｃ10～Ｃ30アルキルアクリレートクロスポリマー類、およ
びこれらの混合物から選択されるものである。
【０１００】
　ｂ）架橋ポリアクリレートポリマー類
　本発明の組成物は、カチオン性および非イオン性ポリマーの両方を含む増粘剤またはゲ
ル化剤として有用な、架橋ポリアクリレートポリマーを任意に含むことができるが、カチ
オン性ポリマーが一般に好ましい。
【０１０１】
　ｃ）ポリアクリルアミドポリマー類
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　本発明の組成物は、ポリアクリルアミドポリマー、特に置換分枝状または非分枝状ポリ
マーを含む非イオン性ポリアクリルアミドポリマーを任意に含むことができる。これらの
ポリアクリルアミドポリマー類の中でも、ＣＴＦＡ表記ポリアクリルアミドおよびイソパ
ラフィンおよびラウレス－７の非イオン性ポリマーがより好ましく、商標名セピゲル（Se
pigel）３０５としてセピック・コーポレーション（Seppic Corporation）（米国ニュー
ジャージー州フェアフィールド）より市販されている。
【０１０２】
　本明細書で有用な他のポリアクリルアミドポリマー類としては、アクリルアミド類およ
び置換アクリルアミド類と、アクリル酸類および置換アクリル酸類との多元ブロックコポ
リマー類が挙げられる。前記多元ブロックコポリマー類の市販例としては、リポ・ケミカ
ルズ社（Lipo Chemicals,Inc.）（ニュージャージー州パターソン（Patterson））からの
ハイパン（Hypan）ＳＲ１５０Ｈ、ＳＳ５００Ｖ、ＳＳ５００Ｗ、ＳＳＳＡ１００Ｈが挙
げられる。
【０１０３】
　ｄ）多糖類
　多種多様な多糖類が本明細書において有用である。「多糖類」とは、繰り返す糖（すな
わち、炭水化物）単位の主鎖を含有するゲル化剤を意味する。多糖類ゲル化剤類の非限定
的な例としては、セルロース、カルボキシメチルヒドロキシエチルセルロース、セルロー
スアセテートプロピオネートカルボキシレート、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキ
シエチルエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチル
セルロース、メチルヒドロキシエチルセルロース、微結晶セルロース、セルロース硫酸ナ
トリウム、およびこれらの混合物から選択されるものが挙げられる。また本明細書で有用
なものは、アルキル置換セルロース類である。これらのポリマー類では、セルロースポリ
マーのヒドロキシ基は、ヒドロキシアルキル化（好ましくは、ヒドロキシエチル化または
ヒドロキシプロピル化）されて、ヒドロキシアルキル化セルロースを形成し、次いでこれ
はＣ10～Ｃ30直鎖または分枝鎖アルキル基によって、エーテル結合を通じて更に変性され
る。典型的には、これらのポリマー類は、Ｃ10～Ｃ30直鎖または分枝鎖アルコール類とヒ
ドロキシアルキルセルロース類とのエーテル類である。本明細書で有用なアルキル基の例
としては、ステアリル、イソステアリル、ラウリル、ミリスチル、セチル、イソセチル、
ココイル（すなわち、ココヤシ油のアルコール類から誘導されるアルキル基）、パルミチ
ル、オレイル、リノレイル、リノレニル、リシノレイル、ベヘニル、およびこれらの混合
物から選択されるものが挙げられる。アルキルヒドロキシアルキルセルロースエーテル類
の中で好ましいのは、ＣＴＦＡ表記セチルヒドロキシエチルセルロースの物質であり、こ
れはセチルアルコールとヒドロキシエチルセルロースとのエーテルである。この物質は、
アクアロン社（Aqualon Corporation）（デラウェア州ウィルミントン）から、商品名ナ
トロゾル（Natrosol）（登録商標）ＣＳプラス（Plus）として販売されている。
【０１０４】
　その他の有用な多糖類には、３単位毎に（１～６）結合グルコースを有する直鎖の（１
～３）結合グルコース単位であるスクレログルカン類が挙げられるが、その市販の例は、
マイケル・メルシエ・プロダクツ社（Michel Mercier Products Inc.）（ニュージャージ
ー州マウンテンサイド）製のクレアロゲル（Clearogel）（登録商標）ＣＳ１１である。
【０１０５】
　ｅ）ゴム類
　本明細書で有用な他の増粘剤類およびゲル化剤類には、主に自然源より誘導される物質
が包含される。これらのゲル化剤ガム類の非限定的な例としては、アカシア、寒天、アル
ギン、アルギン酸、アルギン酸アンモニウム、アミロペクチン、アルギン酸カルシウム、
カラギーナンカルシウム、カルニチン、カラギーナン、デキストリン、ゼラチン、ジェラ
ンガム、グアーガム、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ヘクトライト、
ヒアルロン酸、水酸化ケイ素、ヒドロキシプロピルキトサン、ヒドロキシプロピルグアー
、カラヤゴム、ケルプ、イナゴマメゴム、納豆ゴム、アルギン酸カリウム、カラギーナン
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カリウム、プロピレングリコールアルギネート、スクレロチウムガム、カルボキシメチル
デキストランナトリウム、カラギーナンナトリウム、トラガカントガム、キサンタンガム
、およびこれらの混合物が挙げられる。
【０１０６】
　粒子状物質
　本発明の組成物は、特定の実施形態において、肌触りや外観を変えるために粒子状物質
を含有してもよい。好適な粒子状物質の例は、米国特許第５，９９７，８８７号（ハ（Ha
）ら）に開示されている。例えばＴｉＯ2、ＺｎＯ、またはＺｒＯ2などの無機粒子状物質
は、複数の供給元から市販されている。好適な粒子状物質の一例には、Ｕ．Ｓ．コスメテ
ィクス（U.S. Cosmetics）から入手可能な物質（トロノックス（TRONOX）ＴｉＯ2シリー
ズ、ＳＡＴ－Ｔ　ＣＲ８３７、ルチルＴｉＯ2）が挙げられる。無機化学物質との組み合
わせを有する粒子状物質の例は、触媒化成工業株式会社（Catalysts and Chemicals Ind.
 Co. Ltd.）から入手可能な、層状の無機化学物質を含むカバーリーフ（COVERLEAF）ＡＲ
－８０、およびスズキ・ユシ社（Suzuki Yushi Ind.Co.Ltd）から入手可能な、１以上の
無機化学物質を封入したシリカ粉末のゴッドバル（Goddbal）が挙げられる。好ましくは
、粒子状物質は、組成物中に、組成物の約０．０１重量％～約２０重量％、より好ましく
は約０．０５重量％～約１５重量％、更に好ましくは約０．１重量％～約１２重量％の濃
度で存在する。
【０１０７】
　好適な有機粉末／充填剤としては、メチルシルセスキオキサン樹脂微小球から選択され
るポリマー粒子（Ｔｏｓｐｅａｒｌ　１４５Ａという名称で東芝シリコーンから販売され
ているものなど）；ポリメチルメタクリレート微小球（Ｍｉｃｒｏｐｅａｒｌ　Ｍ１００
という名称でＳｅｐｐｉｃから販売されているもの）；架橋ポリジメチルシロキサンの球
状粒子（特に、Ｔｒｅｆｉｌ　Ｅ５０６ＣまたはＴｒｅｆｉｌ　Ｅ５０５Ｃという名称で
Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｔｏｒａｙ　Ｓｉｌｉｃｏｎから販売されているものなど）、
ポリアミド球状粒子、更に具体的にはナイロン１２（特に、Ｏｒｇａｓｏｌ　２００２Ｄ
　ＮａｔＣ０５という名称でＡｔｏｃｈｅｍから販売されているものなど）、ポリスチレ
ン微小球（Ｄｙｎｏｓｐｈｅｒｅｓという名称でＤｙｎｏ　Ｐａｒｔｉｃｌｅｓから販売
されているものなど）、エチレンアクリレートコポリマー（ＦｌｏＢｅａｄ　ＥＡ２０９
という名称でＫｏｂｏから販売されている）およびこれらの組み合わせが挙げられるが、
これらに限定されない。
【０１０８】
　粒子は、より容易に送達溶媒中に分散するように、疎水処理を行ってもよい。また、シ
リコーン相と適合性のある物質で顔料を処理すると有用な場合もある。シリコーン中水型
エマルションに使用するのに特に有用な疎水性顔料の処理には、米国特許第５，１４３，
７２２号に開示されているようなポリシロキサン処理が挙げられる。この文献はその全体
が参考として本明細書に組み込まれている。一次平均粒径が約１０～約１００，０００ｎ
ｍ、更に好ましくは約５０～約５，０００ｎｍ、最も好ましくは約１００～約１０００ｎ
ｍの粒子も好ましい。また、粒径の異なる同一または異なった粒子の混合物も、本明細書
で有用である（例えば、約１００ｎｍ～約４００ｎｍの一次粒径を有するＴｉＯ２と約１
０ｎｍ～約５０ｎｍの一次粒径を有するＴｉＯ２とを混合する）。
【０１０９】
　任意成分
　本発明の組成物類は、１以上の追加のスキンケア活性物質を含有してもよい。組成物が
ヒトのケラチン組織と接触される好ましい実施形態では、前記追加構成成分はケラチン組
織への適用に好適であるべきであり、即ち、組成物中に組み込まれたときに、それらは、
正しい医学的判断の範囲内で、過度の毒性、不適合性、不安定性、アレルギー反応などを
伴うことなくヒトのケラチン組織に接触させて用いるのに好適である。
【０１１０】
　本発明に使用可能な追加のスキンケア活性成分の非限定的な例には、日焼け止め活性物
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質、油溶性テルペンアルコール、フィトステロール、油溶性ビタミン化合物、追加のビタ
ミンＢ3化合物、油溶性ビタミン化合物、皮膚軟化剤および閉塞剤、デヒドロ酢酸、抗ニ
キビ活性物質、β－ヒドロキシ酸、キレート化剤、フラボノイド、抗炎症剤、抗セルライ
ト剤、局所麻酔剤、落屑活性物質、酸化防止剤／ラジカルスカベンジャー、局所麻酔剤、
日焼け剤、皮膚鎮静および回復剤、抗菌および抗真菌剤、およびこれらの混合物が挙げら
れる。
【０１１１】
　ＣＴＦＡ化粧品成分ハンドブック（CTFA Cosmetic Ingredient Handbook）、第１１版
（２００４年）には、スキンケア業界で通常使用される多種多様な非限定的な化粧品およ
び医薬品の成分が記載されており、それらは本発明の組成物に用いるのに好適である。こ
れらの構成成分の部類の例としては、研磨材、吸収剤、美容成分、例えば、芳香剤、顔料
、染色／着色剤、精油、皮膚感覚剤、収れん剤など（例えば、丁子油、メントール、カン
ファー、ユーカリ油、オイゲノール、メンチルラクテート、ウィッチヘーゼル留出物）、
抗ニキビ剤、固化防止剤、消泡剤、酸化防止剤、結合剤、生物学的添加物、緩衝剤、充填
剤、キレート化剤、化学添加物、化粧用収れん剤、化粧用殺生物剤、変性剤、薬物収れん
剤、外用鎮痛剤、被膜形成体または物質、例えば、組成物の被膜形成特性および実質性を
補助するポリマー（例えば、エイコセンおよびビニルピロリドンのコポリマー）、不透明
化剤、ｐＨ調整剤、保存剤、噴射剤、還元剤、金属イオン封鎖剤、皮膚脱色および美白剤
（例えば、ヒドロキノン、コウジ酸、アスコルビン酸、アスコルビルグルコサミン）、ス
キンコンディショニング剤（例えば、その他の湿潤剤および閉塞性湿潤剤）、皮膚鎮静剤
および／または回復剤（例えば、パンテノールおよび誘導体（例えば、エチルパンテノー
ル）、アロエベラ、パントテン酸およびその誘導体、アラントイン、ビサボロール、およ
びグリチルリチン酸二カリウム）、皮膚処理剤、濃厚剤、ビタミンおよびそれらの誘導体
が挙げられる。
【０１１２】
　しかしながら、本発明のいかなる実施形態においても、本明細書で有用な活性物質類は
、それらが提供する効果または前提とされるそれらの作用機序によって分類することがで
きる。ただし、本明細書で有用な活性物質類は、場合によっては、２つ以上の効果をもた
らすことができるか、または２つ以上の作用機序を介して機能できると解されるべきであ
る。従って、本明細書の分類は便宜上実施されるものであって、活性物質を、列挙した特
定の用途または用途類に制限しようとするものではない。
【０１１３】
　日焼け止め活性物質
　紫外線に曝されることによって、角質層の過度の鱗屑およびきめの変化を招く可能性が
ある。したがって、本発明の組成物は、任意選択的に日焼け止め活性物質を含有してもよ
い。本明細書で使用する時、「日焼け止め活性物質」とは、日焼け止め剤および物理的日
焼け防止剤の両方を包含する。好適な日焼け止め活性物質は、有機または無機であってよ
い。
【０１１４】
　本明細書で有用な無機日焼け止め剤としては、次の金属酸化物；約１５ｎｍ～１００ｎ
ｍの平均一次粒径を有する二酸化チタン、約１５ｎｍ～１５０ｎｍの平均一次粒径を有す
る酸化亜鉛、約１５ｎｍ～１５０ｎｍの平均一次粒径を有する酸化ジルコン、約１５ｎｍ
～５００ｎｍの平均一次粒径を有する酸化鉄、およびこれらの混合物が挙げられる。本明
細書で使用する時、無機日焼け止め剤は、組成物の約０．１重量％～約２０重量％、好ま
しくは約０．５重量％～約１０重量％、より好ましくは約１重量％～約５重量％の量で存
在する。
【０１１５】
　多種多様な、従来の有機日焼け止め活性物質が、本明細書での使用に好適である。サガ
リン（Sagarin）らの化粧品の科学と技術（Cosmetics Science and Technology）（１９
７２年）、第ＶＩＩＩ章、１８９頁以下は、多数の適した活性物質を開示している。本発
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明の組成物に有用な特に好ましい有機日焼け止め活性物質は、ホモサラート、オクトクリ
レン、２－エチルヘキシル－ｐ－メトキシケイ皮酸塩（パーソル（PARSOL）ＭＣＸとして
市販されている）、フェニルベンゾイミダゾールスルホン酸、２－ヒドロキシ－４－メト
キシベンゾフェノン（ベンゾフェノン－３）、サリチル酸２－エチルヘキシル、およびこ
れらの混合物が挙げられる。
【０１１６】
　本発明に有用な組成物において有用な更に好ましい有機日焼け止め活性物質は、２－エ
チルヘキシル－ｐ－メトキシケイ皮酸塩、ブチルメトキシジベンゾイルメタン、２－ヒド
ロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２－フェニルベンゾイミダゾール－５－スルホン
酸、オクチルジメチル－ｐ－アミノ安息香酸、オクトクリレン、酸化亜鉛、二酸化チタン
、およびこれらの混合物である。
【０１１７】
　通常は、組成物の約１重量％～約２０重量％、より典型的には約２重量％～約１０重量
％の、安全且つ有効な量の有機日焼け止め活性物質が使用される。正確な量は、選択され
る１種または複数種の日焼け止め剤、並びに所望の太陽光線保護指数（ＳＰＦ）によって
異なる。
【０１１８】
　油溶性テルペンアルコール
　本明細書で使用する時、「テルペンアルコール」は、末端ヒドロキシル基を有する２つ
またはそれ以上の５－炭素イソプレン単位［ＣＨ2＝Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ＝ＣＨ2］を指す
。
【０１１９】
　本明細書で有用な油溶性テルペンアルコールの例としては、ファルネソール、ファルネ
ソールの誘導体、ファルネソールの異性体、ゲラニオール、ゲラニオールの誘導体、ゲラ
ニオールの異性体、フィタントリオール、フィタントリオールの誘導体、フィタントリオ
ールの異性体、およびこれらの混合物が挙げられる。本明細書に用いるのに好ましいのは
、ファルネソールである。
【０１２０】
　ファルネソールは、スクアレンおよびステロール、特にコレステロールの生合成で前駆
体および／または中間体として作用すると考えられている天然物質である。ファルネソー
ルは、タンパク質の修飾および調節（例えば、タンパク質のファルネシル化）にも関与し
、ファルネソールに反応する細胞核受容体が存在する。
【０１２１】
　化学的には、ファルネソールは［２Ｅ，６Ｅ］－３，７，１１－トリメチル－２，６，
１０－ドデカトリエン－１－オールであり、本明細書で使用する時「ファルネソール」は
そのような異性体および互変異性体を含む。ファルネソールは、例えばファルネソールの
製品名で（ドラゴコ（Dragoco）、米国ニュージャージー州、トトワ、ゴールデンドライ
ブ１０から異性体の混合物）およびトランス－トランス－ファルネソールの製品名で（シ
グマ・ケミカル社（Sigma Chemical Campany、米国ミズーリ州、セントルイス、私書箱１
４５０８）から市販されている。ファルネソールの好適な誘導体は、アルドリッチ・ケミ
カル社（Aldrich Chemical Company）（ウィスコンシン州、ミルウォーキー、私書箱２０
６０）から市販されているファルネシルアセテートである。
【０１２２】
　ゲラニオールは、３，７－ジメチル－２，６－オクタジエン－１－オールとして知られ
る化学物質の一般名である。本明細書で使用する時、「ゲラニオール」はそのような異性
体および互変異性体を含む。ゲラニオールは、アルドリッチ・ケミカル社（Aldrich Chem
ical Company）（ウィスコンシン州、ミルウォーキー、私書箱２０６０）から市販されて
いる。好適なゲラニオールの誘導体としては、ゲラニルアセテート、ゲラニルゲラニオー
ル、ゲラニルピロフォスフェート、およびゲラニルゲラニルピロホスフェートが挙げられ
、これらすべてがシグマ・ケミカル社（Sigma Chemical Company）（ミズーリ州、セント
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／赤斑治療剤、目の周りのくま／腫れた目の治療剤、血色の悪さの治療剤、たるみ治療剤
、かゆみ止め剤、皮膚濃厚剤、毛穴低減剤、油分／光沢低減剤、炎症後色素沈着治療剤、
創傷処置剤、抗セルライト剤として、ならびに、皺および小皺を含めた皮膚の肌目の調整
に有用である。
【０１２３】
　フィタントリオールは、３，７，１１，１５，テトラメチルヘキサデカン－１，２，３
，－トリオールとして知られる化学物質の一般名である。フィタントリオールはＢＡＳＦ
（米国ミシガン州、ワイアンドット、ビドルアベニュー１６０９）から市販されている。
例えば、フィタントリオールはクモ状脈管／赤斑の治療剤、目のくま／脹れの治療剤、青
白さの治療剤、たるみ治療剤、抗かゆみ剤、皮膚濃厚剤、毛穴減少剤、油分／光沢減少剤
、炎症後の色素沈着の治療剤、傷治療剤、抗セルライト剤として、並びに皺および小皺を
含めた皮膚の肌目の調整に有用である。
【０１２４】
　フィトステロール
　フィトステロールおよびそれらの誘導体は、美白効果を提供することで知られている。
油溶性フィトステロール誘導体の非限定例としては、β－シトステロール、カンペステロ
ール、ブラジカステロール、ルペノール、α－スピナステロール、スチグマステロール、
これらの誘導体、およびこれらの組み合わせが挙げられる。より好ましくは、フィトステ
ロール誘導体は、β－シトステロール、カンペステロール、ブラジカステロール、スチグ
マステロール、これらの誘導体、およびこれらの組み合わせから成る群から選択される。
【０１２５】
　油溶性ビタミン化合物
　種々の皮膚効果を提供することが当該技術分野において既知の多数のビタミン類は、油
溶性であり、それらの誘導体の一部またはすべてが油溶性である。そのようなものとして
、油溶性ビタミン化合物は、本明細書で油溶性スキンケア活性物質として有用である。こ
のような油溶性ビタミン化合物の非限定的な例としては、レチノイド、追加のビタミンＢ

3化合物、ビタミンＣ（例えばパルミチン酸アスコルビル）、ビタミンＤ、ビタミンＫ、
ビタミンＥ、およびこれらの混合物が挙げられる。本明細書に用いるのに好ましいのは、
レチノイド、追加のビタミンＢ3化合物、ビタミンＥ、およびこれらの混合物であり、こ
れらはそれぞれ以下に説明する。
【０１２６】
　本発明で使用する時、「レチノイド」は、皮膚内でビタミンＡの生物学的活性を有する
ビタミンＡまたはレチノール様化合物のすべての天然および／または合成類縁体、並びに
これらの化合物の幾何異性体および立体異性体を含む。好ましいレチノイドは、レチノー
ル、レチニルパルミテート、レチニルアセテート、レチニルプロピオネート、レチナール
およびこれらの組み合わせであるが、いかなる油溶性レチノイドも本明細書に使用してよ
い。
【０１２７】
　本発明の組成物は、特定の実施形態において、追加のビタミンＢ3化合物（ナイアシン
アミド以外）を含有してもよい。存在する場合、組成物は、ビタミンＢ3化合物を好まし
くは組成物の約０．０１重量％～約５０重量％、より好ましくは約０．１重量％～約１０
重量％、更に好ましくは約０．５重量％～約１０重量％、更により好ましくは約１重量％
～約５重量％含有する。
【０１２８】
　本明細書で使用するとき、「追加のビタミンＢ3化合物」は、次式を有する化合物を意
味する。
【０１２９】
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【化６】

　式中、Ｒは、－ＣＯＯＨ（すなわち、ニコチン酸）または－ＣＨ2ＯＨ（すなわち、ニ
コチニルアルコール）、これらの誘導体、および上記いずれかの塩である。前述のビタミ
ンＢ3化合物の代表的な誘導体には、非血管拡張性のニコチン酸のエステル（例えば、ト
コフェリルニコチネート）、ニコチニルアミノ酸、カルボン酸のニコチニルアルコールエ
ステル、ニコチン酸－Ｎ－オキシド、およびナイアシンアミド－Ｎ－オキシドを包含する
ニコチン酸エステルが挙げられる。
【０１３０】
　ビタミンＥおよびそれらの数種の誘導体は、酸化防止剤／ラジカルスカベンジャーとし
て特に有用であることが知られている。このような酸化防止剤／ラジカルスカベンジャー
は、角質層の鱗屑状の剥がれの増加または質感の変化を引き起こし得る紫外線放射、およ
び皮膚の損傷を引き起こし得るその他の環境要因に対する保護をもたらすのに特に有用で
ある。
【０１３１】
　油溶性ビタミンＥ化合物の非限定例としては、トコフェロール（ビタミンＥ）、ソルビ
ン酸トコフェロール、酢酸トコフェロール、およびその他のトコフェロールのエステルが
挙げられる。好ましい酸化防止剤／ラジカルスカベンジャーは、ソルビン酸トコフェロー
ル、酢酸トコフェロール、およびこれらの混合物から選択される。物質の一部類、トコト
リエノールも本明細書で有用であり、これはビタミンＥに関連する。
【０１３２】
　皮膚軟化剤および閉塞剤
　皮膚軟化剤は、柔らかく滑らかで柔軟な皮膚の外観維持に役立つ化粧品成分である。皮
膚軟化剤は、皮膚表面上または角質層内にとどまる能力によって、潤滑剤として作用し、
剥離を減らし、皮膚の外観を改善する機能を有する。閉塞剤は、皮膚表面からの水分蒸発
を抑制する化粧品成分である。蒸発による水分の損失を防ぐことによって、閉塞剤物質は
皮膚の水分含有量を増加させる。閉塞剤は、一般に皮膚表面上にとどまる傾向がある脂質
である。皮膚軟化剤も皮膚適用時に閉塞性を示すことがあり、逆もまた同様である。好適
な皮膚軟化剤および閉塞剤の例には、カプリル酸／カプリン酸グリセリド、イソプロピル
イソステアレート、鉱油、セチルリシノレエート、およびワセリンが挙げられる。
【０１３３】
　デヒドロ酢酸
　デヒドロ酢酸は、米国特許第６，１５０，４０３号に開示されているように、油っぽい
および／またはてかてかした皮膚の外観を調節するのに有用な化合物である。デヒドロ酢
酸の化学名は３－アセチル－６－メチル－２Ｈ－ピラン－２，４（３Ｈ）－ジオンであり
、ユニセプト（Unisept）ＤＨＡ（登録商標）の商標名でユニバーサル・プリザーブ－Ａ
－ケム（Universal Preserv-A-Chem）（ニューヨーク州ブルックリン）から、またトリ－
Ｋ・インダストリーズ（Tri-K Industries）（ニュージャージー州ノースベール）から、
あるいはゲオガード（GEOGARD）（登録商標）２２１またはゲオガード（GEOGARD）（登録
商標）３６１の商標名でロンザ（Lonza）（ニュージャージー州アナンデール）から市販
されている。
【０１３４】
　本発明の組成物は、約０．１％～約１０％、より好ましくは約０．５％～約５％、さら
に好ましくは約１％～約５％のデヒドロ酢酸またはそれらの皮膚科学的に許容可能な塩、
誘導体、または互変異性体を含有してもよい。
【０１３５】
　ヘキサンジオール
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　本発明の組成物は、有効量のヘキサンジオール、その異性体類、互変異性体類、塩類お
よび誘導体類を含んでよい。本明細書に用いるのに好適なヘキサンジオールのいくつかの
学名としては、１，６－ジヒドロキシヘキサン、１，６－ヘキサンジオール、ヘキサメチ
レンジオール、ヘキサメチレングリコール、および１，２－ヘキサンジオールが挙げられ
る。
【０１３６】
　本発明の組成物は、約０．０００１％～約５０％、あるいは約０．００１％～約１０％
、あるいは約０．０１％～約５％、あるいは約０．１％～約２％のヘキサンジオールを含
んでもよい。
【０１３７】
　抗ニキビ活性物質
　本発明の組成物は１つ以上の抗ニキビ活性物質を安全且つ有効な量で含有してもよい。
有用な抗ニキビ活性物質の例としては、レゾルシノール、イオウ、サリチル酸、過酸化ベ
ンゾイル、エリスロマイシン、亜鉛などが挙げられる。
【０１３８】
　β－ヒドロキシ酸
　油溶性β－ヒドロキシ酸の非限定例としては、サリチル酸およびその誘導体、例えばオ
クタノイル誘導体が挙げられる。β－ヒドロキシ酸は、抗ニキビおよび老化防止効果を提
供することが知られている。
【０１３９】
　キレート化剤
　本明細書で使用する時、「キレート剤」または「キレート化剤」とは、金属イオンが容
易に化学反応に加わったり、化学反応を触媒したりしないように、錯体を形成することに
よって系から金属イオンを除くことができる活性物質を意味する。キレート化剤を含むこ
とは、過剰な鱗屑または皮膚組織変化の一因となるような紫外線照射から、また皮膚の損
傷を起こし得るようなその他の環境化学物質から、保護するためにとりわけ有用である。
主題発明の組成物に有用な好ましい油溶性キレート剤は、フリルジオキシム、フリルモノ
オキシム、およびこれらの誘導体である。
【０１４０】
　フラボノイド
　フラボノイド化合物は、米国特許第５，６８６，０８２号および第５，６８６，３６７
号に広く開示されている。本明細書で有用なフラボノイドの非限定的な例は、イソフラボ
ン；非置換フラバノン、モノ－置換フラバノン、およびこれらの混合物から成る群から選
択されるフラバノン；非置換カルコン、モノ－置換カルコン、ジ－置換カルコン、トリ－
置換カルコン、およびこれらの混合物から成る群から選択されるカルコン；非置換フラボ
ン、モノ－置換フラボン、ジ－置換フラボン、およびこれらの混合物から成る群から選択
されるフラボン；１つ以上のイソフラボン；非置換クマリン、モノ－置換クマリン、ジ－
置換クマリン、およびこれらの混合物から成る群から選択されるクマリン；非置換クロモ
ン、モノ－置換クロモン、ジ－置換クロモン、およびこれらの混合物から成る群から選択
されるクロモン；１つ以上のジクマロール；１つ以上のクロマノン；１つ以上のクロマノ
ール；これらの異性体（例えば、シス／トランス異性体）；並びにこれらの混合物が挙げ
られる。本明細書で使用するとき、用語「置換」フラボノイド類とは、フラボノイドの１
つ以上の水素原子が、独立して、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ８アルキル、またはＣ１～Ｃ４
アルコキシルで置き換えられたものを意味する。また、上記フラボノイド化合物の混合物
も使用してよい。
【０１４１】
　大豆イソフラボンなどの植物由来のイソフラボンは、本明細書で特に有用である。本明
細書で特に有用な種類のフラボノイドは、好ましくはグルコシルヘスペリジン、グルコシ
ルルチン、グルコシルミリシトリン、グルコシルイソケルシトリン、グルコシルクエルシ
トリン、メチルヘスペリジン、およびこれらの混合物から成る群から選択されるグリコシ



(28) JP 2009-517478 A 2009.4.30

10

20

30

40

50

ドフラボノイドである。市販のグリコシドフラボノイドとしては、アルプス薬品工業（Al
ps Pharmaceutical Industry Co. Ltd.）（日本）から入手可能なヘスペリジン、メチル
ヘスペリジン、およびルチン、および林原生物化学研究所（Hayashibara Biochemical La
boratories, Inc.）（日本）から入手可能なグルコシルヘスペリジンおよびグリコシルル
チンが挙げられる。
【０１４２】
　抗炎症剤
　抗炎症剤を安全且つ有効な量で本発明の組成物に添加してもよく、好ましくは組成物の
約０．１％～約１０％、より好ましくは約０．５％～約５％である。抗炎症剤は、本発明
の皮膚の外観に関する効果を向上させ、例えば、かかる剤は、より均一に且つより満足の
いく皮膚の色合いまたは色に寄与する。組成物中で使用されるべき抗炎症剤の的確な量は
、かかる剤の効力が広範にわたるので、利用される特定の抗炎症剤に左右される。
【０１４３】
　ステロイド性抗炎症剤は本明細書に用いるのに好適であり、非限定的な例としてヒドロ
コルチゾンが挙げられる。非ステロイド性抗炎症剤も本明細書に用いるのに好適であり、
非限定的な例としてイブプロフェン、ナプロキセン、フルフェナム酸、エトフェナマート
（etofenamate）、アスピリン、メフェナム酸、メクロフェナム酸、ピロキシカム、およ
びフェルビナクが挙げられる。これらの群に包含される様々な化合物が当業者に周知であ
る。非ステロイド性抗炎症剤の混合物と同様に、これらの薬剤の皮膚科学的に許容可能な
塩およびエステルもまた使用してよい。
【０１４４】
　「天然」の抗炎症剤も本発明で有用である。このような抗炎症剤は、天然原料（例えば
、植物、真菌、微生物の副生成物）から適した物理的および／または化学的単離による抽
出物として好適に得ることができ、あるいは合成して調製することができる。例えば、キ
ャンデリラワックス、ビサボロール（例えば、α－ビサボロール）、アロエベラ、植物ス
テロール（例えば、フィトステロール）、マンジスタ（Manjistha）（アカネ科アカネ属
（Rubia）の植物、特にルビア・コルディフォリア（Rubia Cordifolia）から抽出）、お
よびググル（Guggal）（コミフォラ（Commiphora）属の植物、特にコミフォラ・ムクル（
Commiphora Mukul）から抽出）、コラ抽出物、カモミール、ムラサキツメクサ抽出物、お
よびムチサンゴ抽出物を使用してもよい。
【０１４５】
　抗セルライト剤
　本発明の組成物は抗セルライト剤を安全且つ有効な量で含有してもよい。好適な剤とし
ては、キサンチン化合物（例えば、カフェイン、テオフィリン、テオブロミン、およびア
ミノフィリン）を挙げることができるが、それらに限定されない。
【０１４６】
　局所麻酔剤
　本発明の組成物は局所麻酔剤を安全且つ有効な量で含有してもよい。局所麻酔剤の例と
しては、ベンゾカイン、リドカイン、ブピバカイン、クロルプロカイン、ジブカイン、エ
チドカイン、メピバカイン、テトラカイン、ジクロニン、ヘキシルカイン、プロカイン、
コカイン、ケタミン、プラモキシン、フェノール、および製薬上許容できるこれらの塩が
挙げられる。
【０１４７】
　落屑活性物質
　本発明の組成物には、安全且つ有効量の、好ましくは当該組成物の約０．１重量％～約
１０重量％、より好ましくは約０．２重量％～約５重量％、さらに好ましくは約０．５重
量％～約４重量％の落屑活性物質を添加してよい。落屑活性物質類は、本発明の皮膚の外
見に関する効果を増強する。例えば、落屑活性物質類は、皮膚のきめ（例えば、滑らかさ
）を改善する傾向がある。本明細書で使用するのに適した落屑システムの１つは、スルフ
ヒドリル化合物および双極性界面活性剤を含有し、米国特許第５，６８１，８５２号（ビ
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セット（Bissett））に記載されており、その特許を本明細書に参考として組み込む。本
明細書で使用するのに適した他の落屑システムは、サリチル酸および双イオン性界面活性
剤を含有し、米国特許第５，６５２，２２８号（ビセット（Bissett））に記載されてお
り、その特許を本明細書に参考として組み込む。これらの特許出願に記載されているよう
な双極性界面活性剤類もまた、本明細書において落屑剤類として有用であり、セチルベタ
インが特に好ましい。
【０１４８】
　酸化防止剤／ラジカルスカベンジャー
　本発明の組成物は、安全且つ有効な量の酸化防止剤／ラジカルスカベンジャーを含んで
もよい。酸化防止剤／ラジカルスカベンジャーは、角質層における鱗屑またはきめの変化
の増加を引き起こし得る紫外線からの保護、および皮膚の損傷を起こし得るその他の環境
化学物質からの保護に特に有用である。
【０１４９】
　安全且つ有効な量の酸化防止剤／ラジカルスカベンジャーは、本発明の組成物に、好ま
しくは組成物の約０．１重量％～約１０重量％、より好ましくは約０．１重量％～約５重
量％で添加してもよい。
【０１５０】
　酸化防止剤／ラジカルスカベンジャーとしては、アスコルビン酸（ビタミンＣ）および
その塩、脂肪酸のアスコルビルエステル、アスコルビン酸誘導体（例えば、アスコルビル
リン酸マグネシウム、アスコルビルリン酸ナトリウム、ソルビン酸アスコルビル）、トコ
フェロール（ビタミンＥ）、ソルビン酸トコフェロール、酢酸トコフェロール、その他の
トコフェロールエステル、ブチル化ヒドロキシ安息香酸およびその塩、ＢＨＴ、６－ヒド
ロキシ－２，５，７，８－テトラメチルクロマン－２－カルボン酸（商品名トロロックス
（Trolox）（商標登録）で市販されている）、没食子酸およびそのアルキルエステル、と
りわけ没食子酸プロピル、尿酸およびその塩およびアルキルエステル、ソルビン酸および
その塩、リポ酸、アミン（例えば、Ｎ，Ｎ－ジエチルヒドロキシルアミン、アミノ－グア
ニジン）、スルフヒドリル化合物（例えば、グルタチオン）、ジヒドロキシフマル酸およ
びその塩、リシンピドレート、アルギニンピロレート、ノルジヒドログアヤレト酸、バイ
オフラボノイド、クルクミン、リジン、メチオニン、プロリン、スーパーオキシドジスム
ターゼ、シリマリン、茶抽出物、ブドウの皮／種の抽出物、メラニン、およびローズマリ
ー抽出物などを用いてもよい。好ましい酸化防止剤／ラジカルスカベンジャーは、酢酸ト
コフェロールおよびトコフェロールのその他のエステルから選択され、より好ましくは酢
酸トコフェロールである。局所適用組成物および本発明に適用できるものにおけるソルビ
ン酸トコフェロールの使用については、ドナルド・Ｌ・ビセット（Donald L.Bissett）、
ロドニー・Ｄ・ブッシュ（Rodney D.Bush）およびランジット・シャテジー（Ranjit Chat
terjee）に１９８９年７月１１日に発行された米国特許第４，８４７，０７１号に記載さ
れている。
【０１５１】
　日焼け剤
　本発明の組成物は日焼け活性物質を含有してもよい。存在する場合、組成物は、組成物
の約０．１重量％～約２０重量％、より好ましくは約２重量％～約７重量％、さらに好ま
しくは約３重量％～約６重量％のジヒドロキシアセトンを人工の日焼け活性物質として含
むのが好ましい。
【０１５２】
　ジヒドロキシアセトンは、ＤＨＡまたは１，３－ジヒドロキシ－２－プロパノンとして
も知られ、白色から灰白色の結晶性粉末である。この物質はＣ3Ｈ6Ｏ3の化学式で表すこ
とができる。
【０１５３】
　皮膚鎮静および皮膚回復活性物質
　本発明の組成物は皮膚鎮静または皮膚回復活性物質を含んでもよい。本明細書の使用に



(30) JP 2009-517478 A 2009.4.30

10

20

30

40

50

適した皮膚鎮静または皮膚回復活性物質としては、パンテノール酸誘導体（パンテノール
、デクスパンテノール、エチルパンテノールを含む）、アロエベラ、アラントイン、ビサ
ボロール、およびグリチルリチン酸二カリウムが挙げられる。本組成物に、安全且つ有効
な量の皮膚鎮静剤および皮膚回復剤を、生成する組成物の好ましくは約０．００１重量％
～約３０重量％、より好ましくは約０．０１重量％～約２０重量％、さらに好ましくは約
０．０１重量％～約１０重量％加えることができる。
【０１５４】
　抗菌活性物質および抗カビ活性物質
　本発明の組成物は、抗菌または抗カビ活性物質を含有してもよい。このような活性物質
は、微生物を破壊することができ、微生物の発達を阻止することができ、または微生物の
病原作用を予防することができ、当業者に公知である。安全且つ有効な量の抗菌または抗
カビ活性物質を、本発明の組成物に、好ましくは約０．００１％～約１０％、より好まし
くは約０．０１％～約５％、さらにより好ましくは約０．０５％～約２％加えてもよい。
【０１５５】
　油溶性活性物質の溶媒
　日焼け止め、美白、酸化防止などの目的で油溶性活性物質を使用する場合、油溶性活性
物質の効果を保証するため、溶媒としてエステルを使用してもよい。種々の好適なエステ
ル化合物が公知であり、本明細書で使用可能である。多数の例が「国際化粧品成分辞典お
よびハンドブック（International Cosmetic Ingredient Dictionary and Handbook）、
第１１版、２００４年」に記載されている。好適なエステルの例には、イソプロピルラウ
ロイルサルコシネート（味の素（Ajinomoto）から入手可能なエルデュー（Eldew）ＳＬ２
０５）などのアミノ酸およびＣ２～Ｃ８アルコールのエステル、並びにフェネチルベンゾ
エート（インターナショナル・スペシャルティ・プロダクツ（International Specialty 
Products）から入手可能なエクステンド（X-tend）２２６）などの安息香酸およびＣ２～
Ｃ８アルコールのエステルが挙げられる。使用する溶媒の濃度は含有する油溶性活性物質
の種類と量によって異なるが、当業者には容易に判断できるであろう。
【０１５６】
　その他の任意成分
　種々の追加成分を本発明の組成物に組み入れることができる。これら追加成分の非限定
的な例には、着色剤、染料、顔料；精油、芳香剤、皮膚感覚剤、乳白剤、芳香族化合物（
例えば、丁子油、メントール、カンファー、ユーカリ油、およびオイゲノール）などの美
容目的に好適な成分；防腐剤（例えば、パラヒドロキシ安息香酸のアルキルエステル、ヒ
ダントイン誘導体（１，３－ビス（ヒドロキシメチル）－５，５－ジメチルヒダントイン
など）、プロピオン酸塩、および種々の第四級アンモニウム化合物（塩化ベンザルコニウ
ム、クオタニウム１５［ダウィシル２００］、塩化ベンゼトニウム、および塩化メチルベ
ンゼトニウムなど））が挙げられる。特に好ましい防腐剤は、ＥＤＴＡ二ナトリウム、フ
ェノキシエタノール、エチルパラベン、メチルパラベン、プロピルパラベン、イミダゾリ
ジニル尿素（Ｇｅｒｍａｌｌ　１１７５として市販されているもの）、デヒドロ酢酸ナト
リウム、ベンジルアルコール、および安息香酸ナトリウムである。
【０１５７】
　組成物の調製
　本発明の方法に有用な組成物は一般に、局所用組成物を調製する場合に当業界において
既知であるような従来の方法によって調製する。このような方法は、通常、加熱、冷却、
真空の適用などを用いてまたは用いずに、成分を１つ以上の工程で混合して比較的均一な
状態にするものである。
【０１５８】
　本発明の局所適用組成物は、顔用スキン化粧品、眼用化粧品、口唇用化粧品、頭毛スタ
イリング補助剤、顔毛スタイリング補助剤、保湿剤、しわ緩和美容液、ローション、マス
カラ、顔用スキンマスク、スキンローション、スキンクリーム、スキンジェル、眼用ジェ
ル、眼用クリーム、口唇用ジェル、口唇用クリーム、化粧用ファンデーション、またはそ
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【０１５９】
　使用方法
　本出願人らは、本発明の組成物が、哺乳類の皮膚の機能強化を指向する種々の適用に有
用であることを見出した。本明細書で開示され、特許請求の範囲に記載される組成物の使
用方法には、１）皮膚に対する化粧品の永続性を高める方法、２）皮膚を加湿する方法、
３）皮膚の自然な外観を改善する方法、４）皮膚に有色化粧品を適用する方法、５）皺を
防ぎ、その発生を遅らせ、および／またはそれを処置する方法、６）皮膚にＵＶ防護を提
供する方法、７）油っぽい外観を防ぎ、その発生を遅らせ、および／またはそれを制御す
る方法、８）皮膚の感触およびキメを修正する方法、９）均一な皮膚の色調を提供する方
法、１０）クモ状血管および拡張蛇行静脈の出現を防ぎ、遅らせ、および／または処置す
る方法、１１）皮膚上のうぶ毛の外観を覆い隠す方法、１２）ざ瘡、加齢斑、ソバカス、
黒子、瘢痕、目の下のくま、母斑、炎症後の色素沈着過度などを含めたヒトの皮膚におけ
る欠点および／または不完全さを隠す方法などが挙げられるが、これらに限定されない。
本明細書で取り上げた各方法には、請求された組成物を皮膚に局所的に適用することが含
まれている。
【実施例】
【０１６０】
　以下の実施例は、本発明の範囲内にある実施形態を更に説明および実証する。これら実
施例は、説明の目的のためのみに提示するものであって、本発明の精神および範囲から逸
脱することなく、多くの変更が可能であるので、本発明を限定するものと解釈すべきでは
ない。
【０１６１】
　油中水型エマルションのスキンケア製品は、以下の構成成分から従来の方法により調製
される。
【０１６２】
【表１－１】

【０１６３】
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【表１－２】

　１．　例えば、ＫＦ９６Ａ（６ｃｓ）。シンエツ（Shin-Etsu）（日本、東京）から入
手可能。
　２．　例えば、トスパール（Tospearl）１４５Ａ、ＣＦ６００、または２０００。ＧＥ
アドバンスド・マテリアルズ（GE Advanced Materials）（コネティカット州ウィルトン
）から入手可能。
　３．　１２．５％ジメチコンクロスポリマーのシクロペンタシロキサン溶液。ダウ・コ
ーニング（Dow Corning）（ミシガン州ミッドランド）から入手可能。
　４．　１２．５％ジメチコンのシクロペンタシロキサン溶液。ダウ・コーニング（Dow 
Corning）（ミシガン州ミッドランド）から入手可能。
　５．　５％ジメチコン／ビニルジメチコンクロスポリマーのジメチコン溶液。シンエツ
（Shin-Etsu）（日本、東京）から入手可能。
　６．　例えば、ＧＥアドバンスドマテリアルズ（GE Advanced Materials）（コネティ
カット州ウィルトン）から入手可能なＳＦ－１２０２、ダウ・コーニング（Dow Corning
）（ミシガン州ミッドランド）から入手可能なＳＨ２４５。
　７．　２５％ジメチコンＰＥＧ－１０／１５クロスポリマーのジメチコン溶液。シンエ
ツ（Shin-Etsu）（日本、東京）から入手可能。
　８．　ＰＥＧ－９ポリジメチルシロキシエチルジメチコン。シンエツ（Shin-Etsu）（
日本、東京）から入手可能。
　９．　ＰＥＧ－１０ジメチコン。シンエツ（Shin-Etsu）（日本、東京）から入手可能
。
　１０．　ポリグリセリル－３ポリジメチルシロキシエチルジメチコン。シンエツ（Shin
-Etsu）（日本、東京）から入手可能。
　１１．　ジメチコン／メチコンコポリマーの表面コーティングを有するシリカ、アルミ
ナ、二酸化チタン、タルク。触媒化成工業株式会社（Catalysts & Chemicals Ind. Co. L
td.）（日本、川崎）から入手可能。
　１２．　２５％ジメチコン／ビニルジメチコンクロスポリマーのジメチコン溶液。シン
エツ（Shin-Etsu）（日本、東京）から入手可能。
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　１３．　ステアリルジメチコンワックス。ダウ・コーニング（Dow Corning）（ミシガ
ン州ミッドランド）から入手可能。
　１４．　ポリエチレン。ジーン・インターナショナル社（Jeen Int'l Corp.）（ニュー
ジャージー州フェアフィールド）から入手可能。
　１５．　疎水変性ＴｉＯ2分散液。コボ・プロダクツ社（Kobo Products, Inc.）（ニュ
ージャージー州サウスプレーンフィールド）から入手可能。
　１６．　プロクター＆ギャンブル・ケミカルズ（Procter & Gamble Chemicals）（オハ
イオ州シンシナティ）から入手可能。
　１７．　ヘキサミジンジイセチオネート。ラボラトリーズ・セロバイオロジクス（Labo
ratoires Serobiologiques）（フランス、パリ）から入手可能。
　１８．　０．０８５％パルミトイルペンタペプチド－３の水溶液。セダーマ（Sederma
）（ニュージャージー州エジソン）から入手可能。
　１９．　ＤＭＤＭヒダントイン、ヨードプロピニルブチルカルバメート、１，３－ブチ
レングリコールの水溶液。ロンザ社（Lonza Inc.）（スイス、バーゼル）から入手可能。
【０１６４】
　別個の好適な容器にＡ相およびＢ相の成分を加え、好適なミキサー（例えば、アンカー
ブレード、プロペラブレード、ＩＫＡ　Ｔ２５）を使用して各相を混合する。各相が均一
になったら、Ａ相を好適なミキサー（例えば、アンカーブレード、プロペラブレード、Ｉ
ＫＡ　Ｔ２５）でミリングしながら、Ｂ相をゆっくりＡ相に加える。バッチが均一になる
までミリングを続ける。生成物を好適な容器に移す。
【０１６５】
　試験方法
　顕微鏡法－サンプル組成物中の水性領域の存在および大きさを、顕微鏡を使用して視覚
的に分析する方法である。この方法では、微分干渉コントラスト機能および交差偏光機能
を有し、光学剪断ステージを備えた、標準的な光学顕微鏡を使用する。任意選択的に、低
投光性のサンプル組成物に、あるいは水性領域の特徴を調べるために、交差偏光を使用し
てもよい。交差偏光技術を使用した場合、得られた画像で水性領域は暗く見えるであろう
。好適な構成には、ＭＴＩ　３ＣＣＤカメラ（ＤＡＧＥ－ＭＴＩ（インディアナ州ミシガ
ンシティー）から入手可能）を備えたツァイス・アキシオプラン（Zeiss Axioplan）２顕
微鏡（カール・ツァイス社（Carl Zeiss, Inc）（ニューヨーク州ソーンウッド）から入
手可能）が挙げられる。画像はメタモルフ（Metamorph）ソフトウェア６．１バージョン
（モレキュラー・デバイス社（Molecular Devices Corporation）（カリフォルニア州サ
ニーベール）から入手可能）を使用して取得し、液滴直径を測定して、得られた画像を保
存する。顕微鏡はＣＳＳ４５０光学剪断ステージ（リンカム・サイエンティフィック・イ
ンストルメンツ（Linkam Scientific Instruments）（英国、サリー）から入手可能）を
備える。顕微鏡は５００倍の倍率を与えるように構成する。エマルション（「サンプル」
）約１．５ｇを、剪断を最小限に抑えるように、慎重に剪断ステージに乗せる。剪断シス
テムは、ギャップ幅が１ｍｍ、一定剪断速度が１６ｓ-1の固定モードに設定する。温度は
約２５℃の一定温度に維持する。最初に剪断ステージで剪断を開始する前にサンプルの顕
微鏡写真を取得する。サンプルの平均水性液滴直径は約３μｍ以下である必要がある。サ
ンプルの平均水性液滴直径が３μｍより大きい場合、顕微鏡では適切にサンプルの特徴を
調べられない場合があるが、ミリング法またはレオロジー法ではサンプルの特徴を調べる
ことができる。サンプルを１５秒間剪断し、剪断を中断して、顕微鏡写真を取得する。こ
れを３回繰り返し（例えば、サンプルを累積で６０秒間剪断し）、５枚の顕微鏡写真を得
る（例えば、０、１５、３０、４５、および６０秒の時点で写真を得る）。サンプルの可
視の水性領域を分析し、それぞれの可視水性領域の最大直線寸法を調べる。皮膚適用時に
放出のない組成物では、このような条件にさらされても水性液滴直径に顕著な変化を示さ
ない。各エマルションにつき３つのサンプルを試験する。
【０１６６】
　顕微鏡法に従って試験した選択例の顕微鏡写真を図１Ａ～Ｂ、図２Ａ～Ｃ、図３Ａ～Ｃ
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に示す。顕微鏡写真に示す値は、水性領域のおよその最大寸法（μｍ単位）である。図１
Ａ～Ｂは、それぞれ０秒および１５秒に撮影した実施例１３の顕微鏡写真である。図１Ｂ
は、剪断１５秒後の水性領域約７４．０５μｍを示す。図２Ａ～Ｃは、それぞれ０秒、１
５秒、および６０秒に撮影した実施例１２の顕微鏡写真である。図２Ｃは、剪断６０秒後
の水性領域約５６．０４μｍを示す。図３Ａ～Ｃは、それぞれ０秒、１５秒、および６０
秒に撮影した比較例（プロクター＆ギャンブル社（Procter & Gamble Company）から市販
されているリジェネリスト・デイリー・リジェネレイティング・セラム（Regenerist Dai
ly Regenerating Serum））の顕微鏡写真である。図３Ｃは、顕微鏡の熟練使用者には容
易に判断されるシリコーンエラストマー領域を示すが、１０μｍより大きな水性領域は存
在しない。
【０１６７】
　ミリング法－（裸眼で）可視の相分離を生じるように、サンプルエマルション（「サン
プル」）をバルクミリングする。ミリング法は、ＩＫＡワークス（IKA Works）（ノース
カロライナ州ウィルミントン）から入手可能なＳ２５ＫＲ－１８Ｇ分散体を備えたウルト
ラ・タラックス（Ultra Turrax）Ｔ２５ミキサーを使用し、５０ｍＬビーカー内でサンプ
ル３０ｇをバルクミリングする。本法は約２５℃の温度で実施する。サンプルを約１３５
００ｒｐｍ（約３００００ｓ-1の剪断速度に相当）または約２４０００ｒｐｍ（約５３０
００ｓ-1の剪断速度に相当）のいずれかの速度で約１分間ミリングする。１分間のミリン
グ中、ビーカーを手でミキサーの回転軸に平行にゆっくり動かしてもよい（すなわち約１
Ｈｚ未満の往復運動）。任意選択的に、サンプルを８０００ｒｐｍ（約１８０００ｓ-1の
剪断速度に相当）の速度でミリングしてもよい。ミリング終了後、５分以内に相分離を目
視で観察する。標準的な分離技術を用いて水相をビーカーから取り出す。分離した水相の
重量を測定する。本法をさらに２つのサンプルで繰り返し、重量の平均値を得る。
【０１６８】
　ミリング法に従って試験した選択例では、次の水分放出を示した。
【０１６９】
【表２】

　＊　比較例はプロクター＆ギャンブル社（Procter & Gamble Company）から入手可能な
市販のリジェネリスト・デイリー・リジェネレイティング・セラム（Regenerist Daily R
egenerating Serum）である。
【０１７０】
　レオロジー法－エマルション（「サンプル」）のレオロジー特性を提供する。サンプル
の評価には、データ記録および分析を提供するソフトウェアを有するコンピュータを接続
した、ＴＡインストルメンツ（TA Instruments）（デラウェア州ニューカッスル）から入
手可能なＡＲ２０００レオメーターを使用する。レオメーターは、ギャップ設定が１００
０μｍ、温度が２５℃、制御応力モードで４ｃｍの平面プレートを使用するよう構成する
。また、レオメーターは、３分間の持続時間で応力を１Ｐａ～１０００Ｐａまで増加し、
十進毎に１０ポイントの割合でサンプリングするよう構成する。レオロジー特性は、×軸
にｌｏｇ10の剪断応力（Ｐａ）、ｙ軸にｌｏｇ10の粘度（Ｐａ・ｓ）を使用してプロット
する。水分放出性のサンプルは、臨界の剪断応力で急激な粘度の低下を示す。この粘度の
低下は、ほぼ一定の高い粘度を有する領域とほぼ一定の低い粘度を有する領域との間でプ
ロットの傾きとして測定することができる。傾きは、［（ｌｏｇ粘度（ｔ２）－ｌｏｇ粘
度（ｔ１）］／［（ｌｏｇ剪断応力（ｔ２）－ｌｏｇ剪断応力（ｔ１）］の式に従って計
算される。式中、粘度（ｔ１）および粘度（ｔ２）は、２つの領域間で粘度値が１０倍（
対数目盛りでは１．０の変化）低下する前後の粘度の読み取り値であり、剪断応力（ｔ１
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）および剪断応力（ｔ２）は、対応する剪断応力の読み取り値である。粘度が緩やかに低
下し、２つの読み取り値間で１０倍を越す粘度の急激な低下が生じない場合、傾きの計算
にプロット上の任意の代表的な読み取り値を使用してもよい。粘度の急激な低下は、サン
プルからの水分の放出を示すと考えられる。
【０１７１】
　レオロジー法に従って試験した選択例のデータから得られたグラフを図４～７に示す。
図４は、実施例１２から得られたグラフである。図４は、剪断応力約１．８（ｌｏｇ）の
データポイント間で急激な粘度の低下（例えば、傾きが約－１０６）を示す。図５は、実
施例１１から得られたグラフである。図５は、剪断応力約０．８（ｌｏｇ）のデータポイ
ント間で粘度の低下（例えば、傾きが約－１４．７）を示す。図６は、実施例１０から得
られたグラフである。図６は、剪断応力約１．７（ｌｏｇ）のデータポイント間で粘度の
低下（例えば、傾きが約－１２）を示す。図７は、比較例（プロクター＆ギャンブル社（
Procter & Gamble Company）から入手可能な市販のリジェネリスト・デイリー・リジェネ
レイティング・セラム（Regenerist Daily Regenerating Serum））の試験から得られた
グラフである。比較例の粘度のポイント間の最大落差は約－３．４である。
【０１７２】
　前述した本発明の実施例および実施形態の詳細な記述は、単に説明のために与えるもの
にすぎず、本発明の精神および範囲から逸脱することなく多数の修正および変更が当業者
には明らかになることが理解される；そのような明らかな修正および変更は、添付の特許
請求の範囲に含まれるものとする。
【０１７３】
　本明細書に開示した寸法および値は、列挙した正確な数値に厳しく制限されるものとし
て理解すべきではない。それよりむしろ、特に指定されない限り、各こうした寸法は、列
挙された値とその値周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味することを意図する。例えば
、「４０ｍｍ」として開示された寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図する。
【０１７４】
　「発明を実施するための最良の形態」で引用したすべての文献は、関連部分において本
明細書に参考として組み込まれるが、いずれの文献の引用も、それが本発明に対する先行
技術であることを容認するものと解釈されるべきではない。この文書における用語のいず
れかの意味または定義が、参考として組み込まれる文献における用語のいずれかの意味ま
たは定義と対立する範囲については、本文書におけるその用語に与えられた意味または定
義を適用するものとする。
【０１７５】
　本発明の特定の実施形態を説明記述してきたが、本発明の精神範囲から逸脱することな
く他の様々な変更修正を行えることが当業者には明白であろう。したがって、本発明の範
囲内にあるそのような全ての変更修正を、添付の特許請求の範囲で扱うものとする。
【図面の簡単な説明】
【０１７６】
【図１Ａ】本発明の好適な実施形態の顕微鏡写真。
【図１Ｂ】本発明の好適な実施形態の顕微鏡写真。
【図２Ａ】本発明の好適な実施形態の顕微鏡写真。
【図２Ｂ】本発明の好適な実施形態の顕微鏡写真。
【図２Ｃ】本発明の好適な実施形態の顕微鏡写真。
【図３Ａ】比較例の顕微鏡写真。
【図３Ｂ】比較例の顕微鏡写真。
【図３Ｃ】比較例の顕微鏡写真。
【図４】本発明の３つの好適な実施形態のｌｏｇ剪断応力（ｘ軸）対ｌｏｇ粘度（ｙ軸）
のプロット。
【図５】本発明の３つの好適な実施形態のｌｏｇ剪断応力（ｘ軸）対ｌｏｇ粘度（ｙ軸）
のプロット。
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【図６】本発明の３つの好適な実施形態のｌｏｇ剪断応力（ｘ軸）対ｌｏｇ粘度（ｙ軸）
のプロット。
【図７】比較例のｌｏｇ剪断応力（ｘ軸）対ｌｏｇ粘度（ｙ軸）のプロット。
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【図１Ｂ】
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【図２Ｃ】

【図３Ａ】
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